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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスクラスを有する無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実施される方法にお
いて、
　前記ＷＴＲＵによって、（１）前記ＷＴＲＵのアクセスクラスと、（２）前記ＷＴＲＵ
によって実行されるアプリケーションおよびアプリケーションクラスの間のマッピングに
関連付けられたアプリケーションクラスベースの規則とに関連付けられた情報を含むシス
テム情報ブロック（ＳＩＢ）を受信するステップであって、前記アプリケーションクラス
ベースの規則は、前記アプリケーションクラスベースの規則に従う１つ以上のＷＴＲＵの
アクセスクラスと許可されたアプリケーションクラスとを識別している、ステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、前記ＷＴＲＵによって実行されるアプリケーションと、前記ア
プリケーションクラスベースの規則に基づいたアプリケーションクラスとの間の前記マッ
ピングに従って、前記ＷＴＲＵによって実行されるアプリケーションが、通信ネットワー
クへアクセスするのを許可されるかどうかを決定するステップと、
　アプリケーションクラスベースの規則がアプリケーションのアプリケーションクラスの
アクセスを禁止していない条件で、前記アプリケーションが通信ネットワークへアクセス
するのを許可するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　ホームネットワークおよび訪問先ネットワークのいずれかから、前記アプリケーション
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の前記アプリケーションクラスを受信するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アプリケーションクラスは、前記アプリケーションクラスが予め設定されたアプリ
ケーションクラスでない場合、最も低いアプリケーションクラスを含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）レイヤによって、アプリケーショ
ンレイヤから、アプリケーション分類情報を受信するステップと、
　前記３ＧＰＰレイヤによって、前記アプリケーション分類情報に基づいて、前記アプリ
ケーションの前記アプリケーションクラスを決定するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アプリケーションが前記通信ネットワークへアクセスするのを許可する前記ステッ
プは、前記アプリケーションクラスを、前記アプリケーションクラスベースの規則によっ
て識別された許可されたアプリケーションクラスのリストと比較することを含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記アプリケーションクラスベースの規則は、前記アプリケーションクラスベースの規
則がアクティブである時間期間をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記アプリケーションクラスベースの規則は、前記アプリケーションクラスベースの規
則がアクティブとなる時刻をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記通信ネットワークにおける輻輳のレベルに従って、前記アプリケーションクラスベ
ースの規則を決定するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記通信ネットワークにおける輻輳のレベルに従って、複数の規則から、前記アプリケ
ーションクラスベースの規則を決定するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アプリケーションクラスベースの規則は、前記アプリケーションクラスベースの規
則に依存するアクセスクラスを示すための少なくとも1つのアクセスクラス識別子をさら
に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記通信ネットワークから、前記アプリケーションクラスベースの規則の更新を受信す
るステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記通信ネットワークからの前記アプリケーションクラスベースの規則の前記更新は、
前記通信ネットワークにおける輻輳のレベルにしたがって受信されることを特徴とする請
求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記通信ネットワークからの前記アプリケーションクラスベースの規則の前記更新は、
許可されたアプリケーションクラスのリストを徐々に変更する前記通信ネットワークから
受信されることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アプリケーションクラスベースの規則と優先度を関連付けるステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記アプリケーションクラスベースの規則は、同一の無線アクセスネットワーク上で動
作している複数の公衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）の中からの１つ以上のＰＬ
ＭＮによって適用されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記アプリケーションクラスベースの規則は、前記１つ以上のアクセスクラスと、前記
許可されたアプリケーションクラスの１つ以上との間の対応関係を識別することを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記アプリケーションが、前記通信ネットワークにアクセスをして、前記アプリケーシ
ョンに関連付けられたデータを送信および受信するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　アクセスクラスを有する無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において、
　プロセッサ、送信機および受信機を備え、
　（１）前記ＷＴＲＵのアクセスクラスと、（２）前記ＷＴＲＵによって実行されるアプ
リケーションおよびアプリケーションクラスの間のマッピングに関連付けられたアプリケ
ーションクラスベースの規則とに関連付けられた情報を含むシステム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）を受信し、前記アプリケーションクラスベースの規則は、前記アプリケーションクラ
スベースの規則に従う１つ以上のＷＴＲＵのアクセスクラスと、許可されたアプリケーシ
ョンクラスとを識別しており、
　前記ＷＴＲＵによって実行されるアプリケーションと、前記アプリケーションクラスベ
ースの規則に基づいたアプリケーションクラスとの間の前記マッピングに従って、前記Ｗ
ＴＲＵによって実行されるアプリケーションが、通信ネットワークへアクセスするのを許
可されるかどうかを決定し、
　前記アプリケーションクラスベースの規則がアプリケーションのアプリケーションクラ
スのアクセスを禁止していない条件で、前記アプリケーションが通信ネットワークへアク
セスするのを許可するよう構成されたこと
　を特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記受信機は、前記アプリケーションのアプリケーション分類を受信するよう構成され
たことを特徴とする請求項１８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記受信機は、ホームネットワークまたは訪問先ネットワークから、前記アプリケーシ
ョン分類を受信するようさらに構成されたことを特徴とする請求項１９に記載のＷＴＲＵ
。
【請求項２１】
　前記アプリケーション分類は、予め設定されたアプリケーションクラスを含むことを特
徴とする請求項１９に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォンアプリケーションによって引き起こされるネットワーク輻輳が、現在の
３Ｇおよび４Ｇネットワークにおいて観測されている。この状況は、ますます多くの帯域
幅を消費するアプリケーションが普及するようになるにつれて、悪化し続けることがある
。輻輳に対抗するための様々なアクセス制御メカニズム、例えば、アクセスクラス規制（
ＡＣＢ）、拡張アクセス規制（ＥＡＢ）、ドメイン別アクセス制御（ＤＳＡＣ）、サービ
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ス別アクセス制御（ＳＳＡＣ）などが、当技術分野において知られている。しかしながら
、これらのメカニズムは、様々なアプリケーションの間に区別を設けることなく、あるパ
ーセンテージのユーザ機器（ＵＥ）がネットワークにアクセスすることを規制されるとい
う同様の方法で機能する。ＡＣＢまたはＥＡＢによって、ＵＥが規制される場合、そのア
プリケーションのすべてが、そのうちのいくつかは輻輳に寄与することができない場合で
あっても、規制されることがある。多くの状況では、オペレータは、依然として、緊急ま
たはプライオリティがより高いサービスのために、ＵＥのほぼすべてにアクセスを許可し
、リソースを消費するプライオリティが低い少数のアプリケーションを規制する必要があ
ることがある。そのような状況には、いくつかの例がある。
【０００３】
　災害時シナリオでは、多くのユーザが、家族または友人の安否を確かめるために、災害
用伝言板（ＤＭＢ）または災害用音声メッセージ（ＤＶＭ）などのサービスを使用するこ
とがある。可能なネットワーク輻輳によってこれらのサービスが阻害されないことを保証
するために、オペレータは、他のプライオリティが低いアプリケーションのアクセスを規
制して、ネットワークリソースを空けておくことができる。
【０００４】
　地下鉄の駅、コンサート、またはスポーツイベントなど、ユーザ密度が高くなることが
避けられず、セル輻輳の可能性がより高いエリアでは、オペレータは、プライオリティが
低く、リソースを消費する少数のアプリケーションを規制することを望むことができる。
そのせいで、音声およびメッセージングなどの基本サービスが、影響を受けることがない
ようにすることができる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】ＳＰ－１２０５４６、ＷＩＤ　ｐｒｏｐｏｓａｌ　ｆｏｒ　ａｐｐｌｉ
ｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｃｏｎｇｅｓｔｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｏｒ　ｄ
ａｔａ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ（ＦＳ＿ＡＣＤＣ）、ＳＡ＃５７
【非特許文献２】ＳＰ－１３０１２４、ＷＩＤ　ｐｒｏｐｏｓａｌ　ｆｏｒ　Ａｐｐｌｉ
ｃａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＡＳＡＣ）、
ＳＡ＃５９
【非特許文献３】Ｓ１－１３１２７９、ＣＲ（０１９４）　ｔｏ　２２．０１１
【非特許文献４】Ｓ１－１３１２８５、ＣＲ（０１９３）　ｔｏ　２２．０１１
【非特許文献５】３ＧＰＰ　ＴＲ２３．７０５、ｖ０．２．０
【非特許文献６】３ＧＰＰ　ＴＲ２２．８０６、ｖ０．２．０
【非特許文献７】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３３１、ｖ１１．０．０
【非特許文献８】３ＧＰＰ　ＴＳ２３．４０２、ｖ１１．４．０
【非特許文献９】３ＧＰＰ　ＴＲ２２．９８６、ｖ１１．０．０
【非特許文献１０】３ＧＰＰ　ＴＳ２２．０１１、Ｖ１１．２．０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　あるエリアで公安上の任務が実施される場合、より多くのリソースが、必要とされるこ
とがある。したがって、ネットワークを解放するために、いくつかのアプリケーションが
規制されることがある一方で、他の通常ユーザに対する基本サービスは、依然として、継
続することができる。そのような問題に対処するために、研究項目（非特許文献１を参照
）が、ＳＡ＃５７において承認された。その後、作業項目（非特許文献２を参照）が、Ｓ
Ａ＃５９において承認された。これらの作業項目の目的は、オペレータによって定義され
、地域規制に従う、特定のアプリケーションの通信開始を許可／禁止することができるシ
ステムのためのサービス要件を規定することであった。要件は、オペレータによって定め
られた状況の前／状況の下において、例えば、重い輻輳または災害の場合において、アク
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セスネットワークおよび／またはコアネットワークの過負荷を防止／軽減することを意図
していた。さらに、第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）仕様書が、いくつ
かのアクセス制御メカニズムをすでに定義している。
【０００７】
　例えば、ＡＣＢが定義されている。ＡＣＢでは、加入時に、１または複数のアクセスク
ラス（ＡＣ）を、加入者に割り当て、汎用加入者識別モジュール（ＵＳＩＭ）内に記憶す
ることができる。通常のＵＥには、０～９の間のＡＣをランダムに割り当てることができ
る。いくつかの特別なＵＥには、より高いプライオリティ、例えば、ＡＣ１１～１５を割
り当てることができる。ＡＣＢ情報は、システム情報に収めてブロードキャストされ、そ
れは、平均アクセス規制時間および規制されるアクセスのパーセンテージを基本的に制御
する。ＵＥは、アクセスを開始しようと試みるとき、（０，１）の間の乱数を選び出し、
その乱数を、ブロードキャストされたＡＣＢ情報の一部であるＡＣＢファクタと比較しよ
うと試みる。乱数がＡＣＢファクタよりも大きい場合、計算された平均規制時間に対応す
る期間にわたって、アクセスが規制される。
【０００８】
　ＥＡＢは、ＥＡＢ制御を受けるように構成することができるＵＥだけを対象にすること
ができる。通常、これらのＵＥは、プライオリティがより低く、または遅延耐性があり、
例えば、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）デバイスとすることができる。アク
セスを開始する前に、非アクセス層（ＮＡＳ）は、少数の基準に基づいて、アクセスがＥ
ＡＢ制御を受けるかどうかを決定することができる。基準は、ＵＥのローミングカテゴリ
、アクセスの性質、ＵＥが特別なＡＣ（１１～１５）に属するかなどを含むことができる
。そうである場合、ＮＡＳは、ＵＥのＡＣを、各ビットがＡＣ（０～９）の規制ステータ
スを表すブロードキャストされたＥＡＢ規制ビットマップと比較する。ＡＣＢと区別され
るように、ＥＡＢパラメータ内で定義される規制ファクタまたは規制時間は存在しない。
【０００９】
　ＳＳＡＣは、専用ＳＳＡＣ規制パラメータの異なるセットを用いるＡＣＢに基づいてい
る。専用ＳＳＡＣ規制パラメータは、異なる規制ファクタおよび規制時間を用いる、マル
チメディアテレフォニーサービス（ＭＭＴＥＬ）音声サービスとＭＭＴＥＬビデオサービ
スとを区別することができる。ブロードキャストされたＳＳＡＣ規制構成と、ＵＥのＡＣ
とに基づいて、ＵＥは、実際の規制パラメータを決定し、上位サービスレイヤに通知する
ことができる。サービスレイヤは、サービスを開始する前に、サービスが規制されるかど
うかを決定するために、乱数を選び出し、それを規制パラメータと比較することができる
。
【００１０】
　ここで図２を参照すると、ユーザプレーン輻輳（ＵＰＣＯＮ）管理システム２００の可
能な実施形態の高水準な図が示されている。ＵＰＣＯＮ管理は、以下で列挙される３ＧＰ
Ｐ作業項目に従って、ＵＰＣＯＮ管理システム２００内で実行することができる。ＵＰＣ
ＯＮは、ＲＡＮリソースを求める要求が利用可能なＲＡＮ容量を超過したときは、無線ア
クセスネットワーク（ＲＡＮ）２１２内で、またはデータスループットが利用可能な帯域
幅を超過したときは、ネットワークインターフェース（例えば、Ｓ１－Ｕ）上で発生する
ことがある。これは、輻輳予測／検出１において検出することができる。輻輳予測／検出
は、ＲＡＮ２１２に適用することができる。システム２００における輻輳に対するソリュ
ーションは、輻輳インジケーション２によってＲＡＮ輻輳を報告することを含むことがで
きる。ソリューションは、例えば、コアネットワーク（ＣＮ）ベースの輻輳軽減４、ＲＡ
Ｎベースの輻輳軽減のためのサービス／ＱｏＳ情報５ａ、およびＲＡＮベースの輻輳軽減
５ｂによる、ＲＡＮ２１２またはＣＮ２０８ベースの輻輳軽減も含むことができる。アプ
リケーションおよびサービスアクセス制御（ＡＳＡＣ）とＵＰＣＯＮ管理は、それらがと
もに、何らかのアプリケーショントラフィックを減少させることによって、輻輳を軽減し
ようと試みる点では、同様であるとすることができる。相違は、ＡＳＡＣが、特定のアプ
リケーションがネットワークにアクセスすることを阻止するのに対して、ＵＰＣＯＮ管理
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は、アプリケーショントラフィックを減らすにすぎないことである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　ＵＥ上で実施される方法は、アプリケーションのアプリケーションクラスを決定するス
テップと、決定されたアプリケーションクラスの、アプリケーションクラスベースのアク
セス制御を提供するためのルール（規則）との比較に従って、アプリケーションによる通
信ネットワークへのアクセスを許可または規制するステップとを含む。アプリケーション
は、決定されたクラスに分類される。アプリケーションは、ホームネットワークによって
、決定されたクラスに分類される。アプリケーションは、３ＧＰＰレイヤによって、決定
されたクラスに分類される。アプリケーションは、在圏（訪問先）ネットワーク（Visite
d Network）によって、決定されたクラスに分類される。在圏ネットワークは、アプリケ
ーションをさらなるアプリケーションクラスに分類する。ルール（規則）は、アプリケー
ションのリストを含み、決定されたアプリケーションクラスのルール（規則）との比較に
従って、アプリケーションのリストのうちのアプリケーションによるアクセスを許可する
ことも提供される。ルール（規則）がアクティブである時間期間、およびルール（規則）
がアクティブになる時刻が提供される。ルールは、通信ネットワークの輻輳のレベルに従
って決定される。輻輳のレベルは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）に従って決定される
。ルール（規則）は、ルール（規則）に従うＡＣを示すための少なくとも１つのアプリケ
ーションクラス識別子を含む。通信ネットワークは、ルール（規則）を更新する。通信ネ
ットワークは、通信ネットワークにおける輻輳のレベルに従って、ルール（規則）を更新
する。
【００１２】
　ＡＳＡＣのための一般的なＵＥモデルは、アプリケーションクラス制御に基づくことが
できる。モデルは、ＵＥにおいてＡＣ識別情報およびＡＣベースのＡＳＡＣルール（規則
）を構成するための方法を含むことができる。具体的には、自己トレーニング型のアプリ
ケーションクラス識別方法を使用することができる。さらに、漸進的でグレースフルなＡ
ＳＡＣ非アクティブ化方法は、輻輳の異なるレベルに従って、規制されたアプリケーショ
ン／アプリケーションクラスのアクセスを徐々に許可することができる。ページングを、
そのため、ＡＳＡＣルール（規則）を引き起こしたアプリケーション／アプリケーション
クラスをＵＥが認識するための方法も、モバイル電気通信（ＭＴ）サービスに適用するこ
とができる。加えて、規制されたアプリケーションによって引き起こされたいかなるペー
ジングもフィルタリングするために、方法をモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）／ｅ
ＮＢに適用することができる。
【００１３】
　ＡＳＡＣをリンクするための方法は、ＲＡＮ共用環境における個々のオペレータと関連
付けることができ、ホストするオペレータがホストされるオペレータにＡＳＡＣ設定を変
更するように要求するための方法を提供することができる。方法は、輻輳制御のためにＵ
Ｅにおいて複数のインデックス付けされたアクセスネットワーク発見および選択機能（Ａ
ＮＤＳＦ）ポリシを構成することができ、ネットワークは、インデックスを使用して、特
定のポリシをアクティブ化することができる。さらに、方法は、トラフィックフローテン
プレート（ＴＦＴ）パケットフィルタに阻止属性を追加することによって、接続されたＵ
Ｅにおいてアプリケーション／サービスが生じることがないようにすることができる。加
えて、方法は、ＡＳＡＣをデバイス間（Ｄ２Ｄ）通信に適用することができる。ＡＮＤＳ
Ｆの文脈では、ポリシという用語がよく使用されることがあり、一方、ＡＳＡＣの文脈で
は、ルール（規則）という用語が使用されることがあることが理解されよう。したがって
、本明細書では、ポリシという用語とルール（規則）という用語は、交換可能に使用する
ことができる。
【００１４】
　より詳細な理解は、添付の図面と併せて、例として与えられる、以下の詳細な説明から
得ることができる。そのような図面の中の図は、詳細な説明と同様に、例とすることがで
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きる。そのため、図および詳細な説明は、限定的なものと見なされるべきではなく、他の
等しく有効な例も可能であり、可能性がある。さらに、図における同様の参照番号は、同
様の要素を指し示す。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１Ａ】１または複数の開示される実施形態を実施することができる例示的な通信シス
テムの図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示された通信システム内で使用することができる例示的な無線送受信
ユニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示された通信システム内で使用することができる例示的な無線アクセ
スネットワークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｄ】図１Ａに示された通信システム内で使用することができる別の例示的な無線ア
クセスネットワークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｅ】図１Ａに示された通信システム内で使用することができる別の例示的な無線ア
クセスネットワークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２】ユーザプレーン輻輳管理のためのシステムの可能な実施形態のシステム図である
。
【図３】アプリケーションクラスベースの制御のためのシステムの可能な実施形態のＵＥ
モデルを示す図である。
【図４】アプリケーションクラスベースの制御において使用するのに適したアプリケーシ
ョン分類情報の可能な実施形態のブロック図である。
【図５】輻輳レベルを示し、ルールを更新するための手順の可能な実施形態のプロセスフ
ローである。
【図６】許可／阻止属性を有するパケットフィルタの可能な実施形態のブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下の詳細な説明では、本明細書で開示される実施形態および／または例の完全な理解
を提供するために、数々の特定の詳細が説明される。しかしながら、そのような実施形態
および例は、本明細書で説明される特定の詳細の一部または全部を用いずとも実施するこ
とができることが理解されよう。他の例では、よく知られた方法、手順、コンポーネント
、および回路は、以下の説明を不明瞭にしないために、詳細には説明されなかった。さら
に、本明細書で具体的に説明されなかった実施形態および例を、本明細書で開示された実
施形態および他の例に代わって、またはそれらと組み合わせて実施することができる。
【００１７】
　例示的なアーキテクチャ
　本明細書で言及される場合、「ユーザ機器（ユーザ装置）」という用語、およびその略
称である「ＵＥ」は、（ｉ）以下で説明されるような無線送信および／または受信ユニッ
ト（ＷＴＲＵ）、（ｉｉ）以下で説明されるような、ＷＴＲＵの数々の実施形態のいずれ
か、（ｉｉｉ）以下で説明されるような、とりわけ、ＷＴＲＵの一部もしくは全部の構造
および機能を用いて構成された、無線対応デバイスおよび／もしくは有線対応（例えば、
つなぎ留め(tethered：テザリング)可能な）デバイス、（ｉｖ）以下で説明されるような
、ＷＴＲＵの一部の構造および機能を用いて構成された、無線対応デバイスおよび／もし
くは有線対応デバイス、または（ｖ）その他を意味することができる。本明細書で言及さ
れるいずれかのＵＥを代表することができる例示的なＷＴＲＵの詳細が、図１Ａ～図１Ｅ
に関連して以下で提供される。
【００１８】
　本明細書で言及される場合、「進化型ノードＢ」という用語、ならびにその略称である
「ｅＮＢ」および「ｅノードＢ」は、（ｉ）以下で説明されるような基地局、（ｉｉ）以
下で説明されるような、基地局の数々の実施形態のいずれか、（ｉｉｉ）以下で説明され
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るような、とりわけ、基地局もしくはｅＮＢの一部もしくは全部の構造および機能を用い
て構成された、デバイス、（ｉｖ）以下で説明されるような、基地局もしくはｅＮＢの一
部の構造および機能を用いて構成された、デバイス、または（ｖ）その他を意味すること
ができる。本明細書で言及されるいずれかのｅＮＢを代表することができる例示的なｅＮ
Ｂの詳細が、図１Ａ～図１Ｅに関連して以下で提供される。
【００１９】
　本明細書で言及される場合、「モビリティ管理エンティティ」という用語、およびその
略称である「ＭＭＥ」は、（ｉ）以下で説明されるようなＭＭＥ、（ｉｉ）３ＧＰＰ　Ｌ
ＴＥリリースに従ったＭＭＥ、（ｉｉｉ）以下の説明に従って変更、拡張、および／もし
くは増強された、３ＧＰＰ　ＬＴＥリリースに従ったＭＭＥ、（ｉｖ）とりわけ、上記の
ＭＭＥのいずれかの一部もしくは全部の構造および機能を用いて構成された、デバイス、
（ｖ）上記の（ｉ）および（ｉｉ）のＭＭＥのいずれかの一部の構造および機能を用いて
構成された、デバイス、または（ｖｉ）その他を意味することができる。本明細書で言及
されるいずれかのＭＭＥを代表することができる例示的なＭＭＥの詳細が、図１Ａ～図１
Ｅに関連して以下で提供される。
【００２０】
　図１Ａは、１または複数の開示される実施形態を実施することができる例示的な通信シ
ステム１００の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージン
グ、放送などのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する、多元接続システムとすること
ができる。通信システム１００は、複数の無線ユーザが、無線帯域幅を含むシステムリソ
ースの共用を通して、そのようなコンテンツにアクセスすることを可能にすることができ
る。例えば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、およびシ
ングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）など、１または複数のチャネルアクセス方法
を利用することができる。
【００２１】
　図１Ａに示されるように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、
コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、
ならびに他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示される実施形態は、任意の
数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図している
ことが理解されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの各々は、無線
環境において動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスとす
ることができる。例を挙げると、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、
無線信号を送信および／または受信するように構成することができ、ユーザ機器（ＵＥ）
、移動局、固定もしくは移動加入者ユニット、ページャ、セルラ電話、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、タブ
レットコンピュータ、無線センサ、および家電製品などを含むことができる。
【００２２】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含むことができる。基
地局１１４ａ、１１４ｂの各々は、コアネットワーク１０６、インターネット１１０、お
よび／またはネットワーク１１２などの１または複数の通信ネットワークへのアクセスを
容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの少なくとも１つ
と無線でインターフェースを取るように構成された、任意のタイプのデバイスとすること
ができる。例を挙げると、基地局１１４ａ、１１４ｂは、基地トランシーバ局（ＢＴＳ）
、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、ア
クセスポイント（ＡＰ）、および無線ルータなどとすることができる。基地局１１４ａ、
１１４ｂは各々、単一の要素として示されているが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意
の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含むことができることが
理解されよう。
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【００２３】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の部分とすることができ、ＲＡＮ１０４は、他の基地
局、および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（Ｒ
ＮＣ）、中継ノードなどのネットワーク要素（図示せず）も含むことができる。基地局１
１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれることがある特定の
地理的領域内で、無線信号を送信および／または受信するように構成することができる。
セルは、さらにセルセクタに分割することができる。例えば、基地局１１４ａに関連付け
られたセルは、３つのセクタに分割することができる。したがって、一実施形態では、基
地局１１４ａは、送受信機を３つ、すなわち、セルのセクタ毎に１つずつ含むことができ
る。別の実施形態では、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を利用するこ
とができ、したがって、セルのセクタ毎に複数の送受信機を利用することができる。
【００２４】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインターフェース１１６上で、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１または複数と通信することができ、エアインターフェ
ース１１６は、任意の適切な無線通信リンク（例えば、無線周波（ＲＦ）、マイクロ波、
赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）とすることができる。エアインターフェ
ース１１６は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立することができ
る。
【００２５】
　より具体的には、上で言及されたように、通信システム１００は、多元接続システムと
することができ、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、およびＳＣ－ＦＤＭＡな
どの、１または複数のチャネルアクセス方式を利用することができる。例えば、ＲＡＮ１
０４内の基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤ
ＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を使用してエアインターフェース１１６を確立すること
ができる、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）
などの無線技術を実施することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰ
Ａ）および／または進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むことがで
きる。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高
速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００２６】
　別の実施形態では、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ
－Ａ）を使用してエアインターフェース１１６を確立することができる、進化型ＵＭＴＳ
地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することができる。
【００２７】
　他の実施形態では、基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、マイクロ波アクセス用の世界的相互運用性（ＷｉＭ
ＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ
、暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６
（ＩＳ－８５６）、移動体通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ＧＳＭエ
ボリューション用の高速データレート（ＥＤＧＥ）、およびＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡ
Ｎ）などの無線技術を実施することができる。
【００２８】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ
、またはアクセスポイントとすることができ、職場、家庭、乗物、およびキャンパスなど
の局所的エリアにおける無線接続性を容易にするために、任意の適切なＲＡＴを利用する
ことができる。一実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは
、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施して、無線ローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）を確立することができる。別の実施形態では、基地局１１４ｂ、およびＷＴＲ
Ｕ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実施して、無線パーソ
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ナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立することができる。また別の実施形態では、
基地局１１４ｂ、およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（例えば
、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコ
セルまたはフェムトセルを確立することができる。図１Ａに示されるように、基地局１１
４ｂは、インターネット１１０への直接的な接続を有することがある。したがって、基地
局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介して、インターネット１１０にアクセスする
必要がないことがある。
【００２９】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することができ、コアネットワーク１
０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバインターネット
プロトコル（ＶｏＩＰ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
１または複数に提供するように構成された、任意のタイプのネットワークとすることがで
きる。例えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、請求サービス、モバイルロケーショ
ンベースのサービス、プリペイド通話、インターネット接続性、ビデオ配信などを提供す
ることができ、および／またはユーザ認証など、高レベルのセキュリティ機能を実行する
ことができる。図１Ａには示されていないが、ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワ
ーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用する他のＲＡＮと直
接的または間接的に通信することができることが理解されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無
線技術を利用することができるＲＡＮ１０４に接続するのに加えて、コアネットワーク１
０６は、ＧＳＭ無線技術を利用する別のＲＡＮ（図示せず）とも通信することができる。
【００３０】
　コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または
他のネットワーク１１２にアクセスするための、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
、１０２ｄのためのゲートウェイとしての役割も果たすことができる。ＰＳＴＮ１０８は
、基本電話サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含むことができる。インタ
ーネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイート内の伝送制御プロト
コル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネットプロ
トコル（ＩＰ）など、共通の通信プロトコルを使用する、相互接続されたコンピュータネ
ットワークおよびデバイスからなるグローバルシステムを含むことができる。ネットワー
ク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運営される有線または
無線通信ネットワークを含むことができる。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０
４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用することができる１または複数のＲＡＮに接続
された、別のコアネットワークを含むことができる。
【００３１】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいくつか
またはすべては、マルチモード機能を含むことができ、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンク上で異なる無線ネットワークと通信す
るための複数の送受信機を含むことができる。例えば、図１Ａに示されたＷＴＲＵ１０２
ｃは、セルラベースの無線技術を利用することができる基地局１１４ａと通信するように
、またＩＥＥＥ８０２無線技術を利用することができる基地局１１４ｂと通信するように
構成することができる。
【００３２】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示されるように、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８と、送受信機１２０と、送信／受信要素１２２と、ス
ピーカ／マイクロフォン１２４と、キーパッド１２６と、ディスプレイ／タッチパッド１
２８と、着脱不能メモリ１３０と、着脱可能メモリ１３２と、電源１３４と、全地球測位
システム（ＧＰＳ）チップセット１３６と、他の周辺機器１３８とを含むことができる。
ＷＴＲＵ１０２は、実施形態との整合性を保ちながら、上記の要素の任意のサブコンビネ
ーションを含むことができることが理解されよう。
【００３３】
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　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１または
複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、他の任意の
タイプの集積回路（ＩＣ）、および状態機械などとすることができる。プロセッサ１１８
は、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が
無線環境で動作することを可能にする他の任意の機能を実行することができる。プロセッ
サ１１８は、送受信機１２０に結合することができ、送受信機１２０は、送信／受信要素
１２２に結合することができる。図１Ｂは、プロセッサ１１８と送受信機１２０を別々の
構成要素として示しているが、プロセッサ１１８と送受信機１２０は、電子パッケージま
たはチップ内に一緒に統合することができることが理解されよう。
【００３４】
　送信／受信要素１２２は、エアインターフェース１１６上で、基地局（例えば、基地局
１１４ａ）に信号を送信し、または基地局から信号を受信するように構成することができ
る。例えば、一実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または
受信するように構成されたアンテナとすることができる。別の実施形態では、送信／受信
要素１２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信するよ
うに構成された放射器／検出器とすることができる。また別の実施形態では、送信／受信
要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両方を送信および受信するように構成することができ
る。送信／受信要素１２２は、無線信号の任意の組み合わせを送信および／または受信す
るように構成することができることが理解されよう。
【００３５】
　加えて、図１Ｂでは、送信／受信要素１２２は単一の要素として示されているが、ＷＴ
ＲＵ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含むことができる。より具体的には、
ＷＴＲＵ１０２は、ＭＩＭＯ技術を利用することができる。したがって、一実施形態では
、ＷＴＲＵ１０２は、エアインターフェース１１６上で無線信号を送信および受信するた
めの２以上の送信／受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含むことができる。
【００３６】
　送受信機１２０は、送信／受信要素１２２によって送信される信号を変調し、送信／受
信要素１２２によって受信された信号を復調するように構成することができる。上で言及
されたように、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード機能を有することができる。したがって
、送受信機１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１
などの複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための、複数の送受信機を含むこ
とができる。
【００３７】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶表示（ＬＣＤ
）ディスプレイユニットもしくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット
）に結合することができ、それらからユーザ入力データを受信することができる。プロセ
ッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／またはデ
ィスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。加えて、プロ
セッサ１１８は、着脱不能メモリ１３０および／または着脱可能メモリ１３２など、任意
のタイプの適切なメモリから情報を入手することができ、それらにデータを記憶すること
ができる。着脱不能メモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリ
メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または他の任意のタイプのメモリ記憶デバイスを含
むことができる。着脱可能メモリ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メ
モリスティック、およびセキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含むことができる
。他の実施形態では、プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ１０２上に物理的に配置されたメモ
リではなく、サーバまたはホームコンピュータ（図示せず）上などに配置されたメモリか
ら情報を入手することができ、それらにデータを記憶することができる。
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【００３８】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ１０２内の
他の構成要素への電力の分配および／または制御を行うように構成することができる。電
源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に給電するための任意の適切なデバイスとすることができる
。例えば、電源１３４は、１または複数の乾電池（例えば、ニッケル－カドミウム（Ｎｉ
Ｃｄ）、ニッケル－亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌ
ｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、および燃料電池などを含むことができる。
【００３９】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６にも結合することができ、ＧＰＳチッ
プセット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在位置に関する位置情報（例えば、経度および緯
度）を提供するように構成することができる。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加
えて、またはその代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１
４ｂ）からエアインターフェース１１６上で位置情報を受信することができ、および／ま
たは２以上の近くの基地局から受信した信号のタイミングに基づいて、自らの位置を決定
することができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態との整合性を保ちながら、任意の適切な
位置決定方法を用いて、位置情報を獲得することができることが理解されよう。
【００４０】
　プロセッサ１１８は、他の周辺機器１３８にさらに結合することができ、他の周辺機器
１３８は、追加的な特徴、機能、および／または有線もしくは無線接続性を提供する、１
または複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含むこと
ができる。例えば、周辺機器１３８は、加速度計、ｅコンパス、衛星送受信機、（写真ま
たはビデオ用の）デジタルカメラ、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、バイブ
レーションデバイス、テレビ送受信機、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）ラジオユニット、デジタル音楽プレーヤ、
メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、およびインターネットブラウザな
どを含むことができる。
【００４１】
　図１Ｃは、実施形態による、ＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上で言及されたように、ＲＡＮ１０４は、ＵＴＲＡ無線技術を使用して、エアイ
ンターフェース１１６上でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができ
る。ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６とも通信することができる。図１Ｃに示さ
れるように、ＲＡＮ１０４は、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができ
、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは各々、エアインターフェース１１６上でＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複数の送受信機を含むこと
ができる。ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは各々、ＲＡＮ１０４内の特定のセル
（図示せず）に関連付けることができる。ＲＡＮ１０４は、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂも
含むことができる。ＲＡＮ１０４は、実施形態との整合性を保ちながら、任意の数のノー
ドＢおよびＲＮＣを含むことができることが理解されよう。
【００４２】
　図１Ｃに示されるように、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ１４２ａと通信する
ことができる。加えて、ノードＢ１４０ｃは、ＲＮＣ１４２ｂと通信することができる。
ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインターフェースを介して、それぞれ
のＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂと通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉ
ｕｒインターフェースを介して、互いに通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２
ｂの各々は、それが接続されたそれぞれのノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを制御
するように構成することができる。加えて、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂの各々は、アウタ
ループ電力制御、負荷制御、アドミッションコントロール、パケットスケジューリング、
ハンドオーバ制御、マクロダイバーシティ、セキュリティ機能、およびデータ暗号化など
、他の機能を実施またはサポートするように構成することができる。
【００４３】
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　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４
、モバイル交換センタ（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ
）１４８、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５０を含
むことができる。上記の要素の各々は、コアネットワーク１０６の部分として示されてい
るが、これらの要素は、どの１つにしても、コアネットワークオペレータとは異なるエン
ティティによって所有および／または運営することができることが理解されよう。
【００４４】
　ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＣＳインターフェースを介して、コアネット
ワーク１０６内のＭＳＣ１４６に接続することができる。ＭＳＣ１４６は、ＭＧＷ１４４
に接続することができる。ＭＳＣ１４６とＭＧＷ１４４は、ＰＳＴＮ１０８などの回線交
換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスの間の通信を容易にするこ
とができる。
【００４５】
　ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＰＳインターフェースを介して、コアネット
ワーク１０６内のＳＧＳＮ１４８にも接続することができる。ＳＧＳＮ１４８は、ＧＧＳ
Ｎ１５０に接続することができる。ＳＧＳＮ１４８とＧＧＳＮ１５０は、インターネット
１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスの間の通
信を容易にすることができる。
【００４６】
　上で言及されたように、コアネットワーク１０６は、ネットワーク１１２にも接続する
ことができ、ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／また
は運営される他の有線または無線ネットワークを含むことができる。
【００４７】
　図１Ｄは、実施形態による、ＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上で言及されたように、ＲＡＮ１０４は、エアインターフェース１１６上でＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するために、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用する
ことができる。ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６とも通信することができる。
【００４８】
　ＲＡＮ１０４は、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含むことができるが、Ｒ
ＡＮ１０４は、実施形態との整合性を保ちながら、任意の数のｅノードＢを含むことがで
きることが理解されよう。ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、各々が、エアイ
ンターフェース１１６上でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１ま
たは複数の送受信機を含むことができる。一実施形態では、ｅノードＢ１６０ａ、１６０
ｂ、１６０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施することができる。したがって、ｅノードＢ１６０
ａは、例えば、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、ＷＴ
ＲＵ１０２ａから無線信号を受信することができる。
【００４９】
　ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々は、特定のセル（図示せず）に関連付
けることができ、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、ならびにアップリンクおよ
び／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを処理するように構成す
ることができる。図１Ｄに示されるように、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは
、Ｘ２インターフェース上で互いに通信することができる。
【００５０】
　図１Ｄに示されるコアネットワーク１０６は、ＭＭＥ１６２、サービングゲートウェイ
１６４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１６６を含むことが
できる。上記の要素の各々は、コアネットワーク１０６の部分として示されているが、こ
れらの要素は、どの１つにしても、コアネットワークオペレータとは異なるエンティティ
によって所有および／または運営することができることが理解されよう。
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【００５１】
　ＭＭＥ１６２は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４内のｅノードＢ１６０
ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々に接続することができ、制御ノードとしての役割を果たす
ことができる。例えば、ＭＭＥ１６２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユー
ザの認証、ベアラアクティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃの初期接続中における特定のサービングゲートウェイの選択などを担うことができる。
ＭＭＥ１６２は、ＲＡＮ１０４とＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の無線技術を利用する
他のＲＡＮ（図示せず）との間の交換のためのコントロールプレーン機能も提供すること
ができる。
【００５２】
　サービングゲートウェイ１６４は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４内の
ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々に接続することができる。サービングゲ
ートウェイ１６４は、一般に、ユーザデータパケットのＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃへの／からの経路選択および転送を行うことができる。サービングゲートウェイ１
６４は、ｅノードＢ間のハンドオーバ中におけるユーザプレーンのアンカリング、ダウン
リンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに利用可能な場合のページングの
トリガ、ならびにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストの管理および記
憶など、他の機能も実行することができる。
【００５３】
　サービングゲートウェイ１６４は、ＰＤＮゲートウェイ１６６にも接続することができ
、ＰＤＮゲートウェイ１６６は、インターネット１１０などのパケット交換ネットワーク
へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスの間の通信を容易にすることができる。
【００５４】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークへのアク
セスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスの間の通信を容易にすることができる。例えば、コ
アネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８の間のインターフェ
ースとしての役割を果たすＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＰマルチメディアサブシステム
（ＩＭＳ）サーバ）を含むことができ、またはＩＰゲートウェイと通信することができる
。加えて、コアネットワーク１０６は、ネットワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができ、ネットワーク１１２は、他のサービス
プロバイダによって所有および／または運営される他の有線または無線ネットワークを含
むことができる。
【００５５】
　図１Ｅは、実施形態による、ＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。ＲＡＮ１０４は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を利用して、エアインターフェ
ース１１６上でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信する、アクセスサービスネ
ットワーク（ＡＳＮ）とすることができる。以下でさらに説明されるように、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、ＲＡＮ１０４、およびコアネットワーク１０６の異なる機
能エンティティ間の通信リンクは、参照点として定義することができる。
【００５６】
　図１Ｅに示されるように、ＲＡＮ１０４は、基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃと、
ＡＳＮゲートウェイ１７２とを含むことができるが、ＲＡＮ１０４は、実施形態との整合
性を保ちながら、任意の数の基地局とＡＳＮゲートウェイとを含むことができることが理
解されよう。基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃは、各々が、ＲＡＮ１０４内の特定の
セル（図示せず）に関連付けることができ、各々が、エアインターフェース１１６上でＷ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複数の送受信機を含むこ
とができる。一実施形態では、基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃは、ＭＩＭＯ技術を
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実施することができる。したがって、基地局１７０ａは、例えば、複数のアンテナを使用
して、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、ＷＴＲＵ１０２ａから無線信号を受信する
ことができる。基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃは、ハンドオフトリガリング、トン
ネル確立、無線リソース管理、トラフィック分類、およびサービス品質（ＱｏＳ）ポリシ
実施などの、モビリティ管理機能も提供することができる。ＡＳＮゲートウェイ１７２は
、トラフィック集約ポイントとしての役割を果たすことができ、ページング、加入者プロ
ファイルのキャッシング、およびコアネットワーク１０６への経路選択などを担うことが
できる。
【００５７】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＲＡＮ１０４の間のエアインターフェース１
１６は、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様を実施する、Ｒ１参照点として定義することができる
。加えて、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの各々は、コアネットワーク１０６と
の論理インターフェース（図示せず）を確立することができる。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃとコアネットワーク１０６の間の論理インターフェースは、Ｒ２参照点と
して定義することができ、Ｒ２参照点は、認証、認可、ＩＰホスト構成管理、および／ま
たはモビリティ管理のために使用することができる。
【００５８】
　基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃの各々の間の通信リンクは、ＷＴＲＵハンドオー
バおよび基地局間でのデータの転送を容易にするためのプロトコルを含む、Ｒ８参照点と
して定義することができる。基地局１７０ａ、１７０ｂ、１７０ｃとＡＳＮゲートウェイ
１７２の間の通信リンクは、Ｒ６参照点として定義することができる。Ｒ６参照点は、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの各々に関連付けられたモビリティイベントに基づ
いたモビリティ管理を容易にするためのプロトコルを含むことができる。
【００５９】
　図１Ｅに示されるように、ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６に接続することが
できる。ＲＡＮ１０４とコアネットワーク１０６の間の通信リンクは、例えば、データ転
送およびモビリティ管理機能を容易にするためのプロトコルを含む、Ｒ３参照点として定
義することができる。コアネットワーク１０６は、モバイルＩＰホームエージェント（Ｍ
ＩＰ－ＨＡ）１７４と、認証認可課金（ＡＡＡ）サーバ１７６と、ゲートウェイ１７８と
を含むことができる。上記の要素の各々は、コアネットワーク１０６の部分として示され
ているが、これらの要素は、どの１つにしても、コアネットワークオペレータとは異なる
エンティティによって所有および／または運営することができることが理解されよう。
【００６０】
　ＭＩＰ－ＨＡ１７４は、ＩＰアドレス管理を担うことができ、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃが、異なるＡＳＮの間で、および／または異なるコアネットワークの間で
ローミングを行うことを可能にすることができる。ＭＩＰ－ＨＡ１７４は、インターネッ
ト１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスの間の
通信を容易にすることができる。ＡＡＡサーバ１７６は、ユーザ認証、およびユーザサー
ビスのサポートを担うことができる。ゲートウェイ１７８は、他のネットワークとの網間
接続を容易にすることができる。例えば、ゲートウェイ１７８は、ＰＳＴＮ１０８などの
回線交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して
、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスの間の通信を容易に
することができる。加えて、ゲートウェイ１７８は、ネットワーク１１２へのアクセスを
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供し、ネットワーク１１２は、他のサービス
プロバイダによって所有および／または運営される他の有線または無線ネットワークを含
むことができる。
【００６１】
　図１Ｅには示されていないが、ＲＡＮ１０４は、他のＡＳＮに接続することができ、コ
アネットワーク１０６は、他のコアネットワークに接続することができることが理解され
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よう。ＲＡＮ１０４と他のＡＳＮの間の通信リンクは、Ｒ４参照点として定義することが
でき、Ｒ４参照点は、ＲＡＮ１０４と他のＡＳＮの間で、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃのモビリティを調整するためのプロトコルを含むことができる。コアネットワー
ク１０６と他のコアネットワークの間の通信リンクは、Ｒ５参照点として定義することが
でき、Ｒ５参照は、ホームコアネットワークと在圏コアネットワークの間の網間接続を容
易にするためのプロトコルを含むことができる。
【００６２】
　ＡＳＡＣ情報は、ＩＤＬＥモードのＵＥにＡＳＡＣ動作を許可するために提供すること
ができる。ＡＳＡＣ機能を働かせるために、ネットワークは、どのアプリケーションがネ
ットワークへのアクセスを停止すべきかをＵＥに示すことができる。アプリケーションの
ホワイトリストおよび／またはブラックリストを、ＵＥにおいて事前に構成しておくこと
ができ、またはネットワークによって提供することができる。しかしながら、ネットワー
クおよびＵＥの両方にとって、ホワイトリストまたはブラックリストで特定のアプリケー
ションを識別することは困難なことがある。数千のアプリケーションが存在することがあ
るので、必要なアプリケーション情報のすべてをリストが含むことは困難なことがある。
したがって、規制されるアプリケーションを効率的かつ明確に定め、この情報をＵＥに伝
えることが有益なことがある。
【００６３】
　輻輳制御メカニズムにおいて使用されるＡＳＡＣの非アクティブ化に伴う１つの問題は
、規制が非アクティブ化されたときに、それまで規制されていたＵＥまたはアプリケーシ
ョンの多くが、ネットワークに再びアクセスしようと試みることがあることである。これ
らの状況下では、非常に短い時間期間にアクセスが集中することがある。これは、新しい
輻輳を引き起こすことができる。非アクティブ化の後のアクセスを分散させるための方法
が、当技術分野において知られている。しかしながら、ＡＳＡＣは、いくつかの独特な特
性を有することがあるので、ＡＳＡＣの漸進的でグレースフルな非アクティブ化のための
他の方法が、必要とされることがある。
【００６４】
　動作において異なるアクセス制御メカニズムが存在するので、いずれの新しいＡＳＡＣ
制御も、知られたアクセス制御メカニズムと対話する必要があることがある。さらに、Ｒ
ＡＮ共用シナリオでは、異なるオペレータが、同じＲＡＮノードにおいて、異なるアプリ
ケーションを制御することが可能なことがある。例えば、ｅＮＢが２つのオペレータ（オ
ペレータＡおよびオペレータＢ）によって共用される場合、オペレータＡは、アプリケー
ションＸがネットワークにアクセスすることがないようにしたいことがある。オペレータ
Ｂは、異なるアプリケーションＹに対するアクセス制御を実行したいことがある。異なる
オペレータは、それぞれのネットワークにおいてすでに実施されている異なるアプリケー
ションプライオリティを有することがあるので、このタイプのオペレータ別アクセス制御
をサポートすることが必要なことがある。また、ＲＡＮを共用するオペレータ毎に、輻輳
レベルが異なることがある。したがって、オペレータのすべてが、同時に、それぞれのユ
ーザにＡＳＡＣを適用することを望まないことがある。そのようなシナリオを考慮し、可
能にすることができる。
【００６５】
　ＵＰＣＯＮ方法との対話が、必要とされることがある。ＡＳＡＣでは、どのアプリケー
ションがネットワークにアクセスすることができるかを制御することが重要なことがあり
、同様に、ＵＰＣＯＮの場合は、あるアプリケーションから生成されたトラフィックを制
御することが重要なことがある。ＡＳＡＣ要件とＵＰＣＯＮ要件の間の相違は、ＡＳＡＣ
の場合、アプリケーションによるアクセスは、それらがネットワークアクセスを開始した
ときに制御することができることとすることができる。ＵＰＣＯＮでは、アプリケーショ
ンは、それらがトラフィックをすでに生成していることがあり、ネットワークが輻輳する
ようになったときに制御することができる。さらに、ＵＰＣＯＮでは、ＲＡＮがＣＮのポ
リシおよび課金ルール機能（ＰＣＲＦ）／ＡＮＤＳＦに輻輳を通知する手順を、提供する
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ことができる。それを受けて、ＡＮＤＳＦは、新しいポリシをＵＥに提供することができ
る。しかしながら、この手法に伴う問題は、ＲＡＮがすでに輻輳しているとき、ポリシ更
新自体がトラフィックを増加させることがあることであろう。したがって、頻繁に使用す
ることができ、短い持続時間内で有効とすることができ、シグナリングオーバヘッドがよ
り少ない、より効率的なメカニズムが、必要とされることがある。
【００６６】
　ＡＳＡＣは、ＩＤＬＥ　ＵＥを対象とすることができるが、接続されたＵＥが新しいサ
ービス／アプリケーションを生じさせることがないようにするための類似の要件も存在す
ることができる。非特許文献３は、そのような要件を反映したものであることができる。
接続されたＵＥを制御する際の１つの困難は、接続およびベアラがすでにセットアップさ
れていることがあることであろう。サービス／アプリケーションレイヤが既存の接続／ベ
アラ上でデータを送信することがないようにすることは可能でないことがある。
【００６７】
　Ｄ２Ｄ通信のためのＡＳＡＣに関して、直接Ｄ２Ｄ通信のために、異なるルール（規則
）がネットワークによって必要とされることがある。これが本当であることがある理由は
、Ｄ２Ｄ通信は、ネットワークトラフィックの一部をオフロードするために使用されるこ
とがあり、したがって、そのようなデータトラフィックまたはそのようなアプリケーショ
ンにはＡＳＡＣルール（規則）が適用されないことがあるからである。また、デバイスは
、接続を確立する前に、または進行中のＤ２Ｄ接続の間に、ＡＳＡＣルール（規則）を検
査する必要があることがある。アプリケーションレベルアクセス制御を適切に管理するた
めに、そのようなシナリオを考慮することができる。
【００６８】
　ここで図３を参照すると、ＡＳＡＣ制御システム３００の可能な実施形態が示されてい
る。ＡＳＡＣ制御システム３００では、ＡＳＡＣ制御は、個々のアプリケーションではな
く、アプリケーションクラスに基づくことができる。そのようなシステムおよび方法は、
要求するアプリケーションがどのクラスに属することができるかをＵＥが決定することが
できるように、アプリケーション分類構成を含むことができる。アプリケーション分類構
成は、ＵＥ内に配置することができる。ＵＥは、アプリケーションクラスを、構成された
ＡＳＡＣルール（規則）と比較して、要求するアプリケーションが許可を得ることができ
るかどうかを決定することができる。
【００６９】
　制御システム３００内に示されたシステムおよび方法などのシステムおよび方法は、Ｉ
ＤＬＥモードＡＳＡＣ、接続モードＡＳＡＣ、モバイル発信通信の防止（ＰＭＯＣ）など
に適用することができることが理解されよう。
【００７０】
　ＩＭＳサービスクライアント３０２のＩＭＳサービス／アプリケーション、および他の
オーバザトップ（ＯＴＴ）サービス／アプリケーション３０４を含む、ＡＳＡＣ制御シス
テム３００内に示されたアプリケーションは、アプリケーションクラスに分類またはカテ
ゴライズすることができる。アプリケーションクラスは、ＡＳＡＣ制御に関して異なるプ
ライオリティを有することができる。アプリケーションクラスの例は、緊急アプリケーシ
ョン、高プライオリティアプリケーション、中プライオリティアプリケーション、低プラ
イオリティアプリケーション、またはネットワーク内で動作する他の任意のタイプのアプ
リケーションを含むことができる。例えば、モバイル着信サービスのためのアクセスは、
特別なアプリケーションクラスと見なすことができる。あるいは、それは、上記のアプリ
ケーションクラスの１つ、例えば、高プライオリティアプリケーションクラスに属するこ
とができる。
【００７１】
　異なる状況では、他の任意のタイプの異なる分類を採用することができる。例えば、災
害の場合、緊急アプリケーションと非緊急アプリケーションという、２以上のレベルの分
類で十分なことがある。他の状況では、任意の数のレベルまたはより複雑な分類を提供す
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ることができる。
【００７２】
　さらに、アプリケーションの分類情報は、ＵＥにおいて事前に構成しておくことができ
、またはＡＮＤＳＦポリシ、オープンモバイルアライアンス（ＯＭＡ）デバイス管理（Ｄ
Ｍ）オブジェクト、システム情報ブロードキャストなどの手段を通して、ネットワークに
よって提供することができる。
【００７３】
　アプリケーション分類情報は、例えば、プライオリティ順のアプリケーションクラスの
リスト、またはどのアプリケーションがどの特定のアプリケーションクラスに入ることが
できるかを示す情報を含むことができる。アプリケーション分類情報は、任意の数の方法
で、例えば、アプリケーション識別子によって識別することができる。アプリケーション
分類情報を識別するこれらの方法は、ＵＥとネットワークがアプリケーション識別子の統
一された定義を有する場合に使用することができる。
【００７４】
　アプリケーション分類情報は、アプリケーション別パラメータの組み合わせを使用して
識別することもできる。アプリケーション別パラメータは、アプリケーション名、アプリ
ケーションプロバイダ名、アプリケーションサーバアドレス、アプリケーションサーバポ
ート、アプリケーションプロトコル、または他の任意のパラメータを含むことができる。
【００７５】
　ここで図４を参照すると、アプリケーションクラスベースの制御において使用するのに
適することがあるアプリケーション分類情報４００の可能な実施形態が示されている。ア
プリケーション分類情報４００における分類情報のいくつかは、ＵＥにおいて構成するこ
とができ、またはＵＥに提供することができる。ＭＴサービスの場合、アクセスは、その
ようなものとして構成することができる場合、特別なＭＴアプリケーションクラスとして
カテゴライズすることができる。加えて、アクセスは、１つの構成されたアプリケーショ
ンクラスとして、例えば、高プライオリティアプリケーションクラスなどとして、カテゴ
ライズすることができる。さらに、いくつかのアプリケーション識別情報は、ページング
メッセージ内で利用可能とすることができる。この場合、情報は、モバイル発信（ＭＯ）
アプリケーションに類似したアプリケーションクラスを識別するために使用することがで
きる。アプリケーション分類情報４００は、異なるシナリオに対して異なる分類が提供さ
れる場合、アプリケーション分類構成４０４が関連することができるシナリオのインジケ
ーションも含むことができる。例えば、アプリケーション分類構成４０４は、災害状況の
ための災害時構成を含むことができる。災害時構成４０８は、緊急アプリケーションクラ
ス４１２および非緊急アプリケーションクラス４１６のための構成を含むことができる。
アプリケーション分類構成４０４内に含むことができる構成の別の例は、通常の輻輳状況
のための通常の輻輳構成４２０とすることができる。通常の輻輳構成４２０は、緊急アプ
リケーションクラス４２４および高プライオリティアプリケーションクラス４２８のため
の構成を含むことができる。通常の輻輳構成４２０は、中プライオリティアプリケーショ
ンクラス４３２および低プライオリティアプリケーションクラス４３６のための構成も含
むことができる。アプリケーション構成４０４は、任意の数の追加の構成を有することが
できる。アプリケーションの各々は、１または複数のアプリケーションクラス識別を有す
ることができる。
【００７６】
　アプリケーションと３ＧＰＰプロトコルスタックとの間のアプリケーションインターフ
ェースは、アプリケーション分類情報を提供することができる。例えば、それは、アプリ
ケーション識別子、アプリケーション別パラメータの組み合わせ、または他の任意の関連
情報などの情報を含むことができる。これは、３ＧＰＰレイヤが、要求するアプリケーシ
ョンがどのクラスに入ることができるかを決定し、したがって、アプリケーションクラス
ベースのＡＳＡＣルールを適用することを可能にすることができる。
【００７７】
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　多くのアプリケーションが存在することがあるので、アプリケーション分類情報４００
を、重大な、よく知られた、または人気のあるものとすることができるアプリケーション
のためのアプリケーション識別に限定することが可能なことがある。アプリケーション分
類情報４００において識別可能でないことがある他のアプリケーションは、プライオリテ
ィが最も低いクラスに自動的に入ることができる。
【００７８】
　アプリケーション分類情報４００は、ホームネットワークオペレータによって提供する
ことができる。ＵＥが、在圏ネットワーク、すなわち、別のオペレータのネットワークへ
のローミングを行う場合、それがホームネットワークに戻って来るまで、構成は無効と見
なすことができる。加えて、ＵＥは、在圏ネットワークが新しい構成をサポートする場合
、在圏ネットワークから（例えば、Ｖ－ＡＮＤＳＦ、または他の在圏ネットワークから）
、そのような構成を獲得しようと試みることができる。
【００７９】
　アプリケーション分類情報４００は、例えば、ＡＮＤＳＦ、ＤＭ、ｅＮＢなどのネット
ワークエンティティによって、明示的に提供することができる。加えて、アプリケーショ
ンクラス構成は、例えば、自己トレーニングプロセスによって、ＵＥにおいて提供するこ
とができる。
【００８０】
　アプリケーションによって引き起こされる輻輳問題が深刻になった場合、ネットワーク
におけるアプリケーションアウェアネスを高めるソリューションが求められることがあり
、アプリケーション別ＱｏＳ制御が適用されることがある。いくつかのソリューションは
、アプリケーションまたはフロープライオリティのインジケーションを含むように、現在
のユーザプレーンパケットヘッダ、汎用パケット無線サービストンネリングプロトコルユ
ーザプレーン（ＧＴＰ－Ｕ）、またはＩＰヘッダを拡張することができる。例えば、ＩＰ
ヘッダ内のサービス期間（ＴｏＳ）または差別化サービスコードポイント（ＤＳＣＰ）フ
ィールドを、アプリケーションまたはフロープライオリティを示すために使用することが
できる。これらのインジケーションは、実際には、アプリケーションクラスと等価とする
ことができる。
【００８１】
　プライオリティインジケーションがＩＰパケット内に存在する場合、ＵＥおよびその上
位レイヤは、ネットワークによって決定される同じインジケーションを受け取ることがで
きる。トラフィック内の、ソースアドレス、ポートなどのトラフィックメトリック、およ
びプライオリティインジケーションを分析することによって、ＵＥは、特定のアプリケー
ショントラフィックと、例えば、そのプライオリティアプリケーションクラスとの間のマ
ッピング関係を作り上げることができる。例えば、ＵＥが、あるアプリケーションサーバ
とのＴＣＰ接続をポート「ｘｘ」においてセットアップし、そのＴＣＰ接続上のダウンリ
ンクＩＰデータが、プライオリティ「ｙ」を示す場合、ＵＥは、＜ｓｅｒｖｅｒ－ａｄｄ
ｒ，ｐｏｒｔ　ｘｘ＞とプライオリティ「ｙ」との間のマッピングを作り上げ、それをＵ
Ｅ内に記憶することができる。次回、アプリケーションが接続を開始しようと試みるとき
、ＵＥは、同じプライオリティ／アプリケーションクラスを識別することができる。アプ
リケーションは、アプリケーションクラスが規制されることがあるかどうかを決定するた
めに、アプリケーションをＡＳＡＣルールと照合することもできる。
【００８２】
　しかしながら、ユーザプレーンパケットプライオリティインジケーションが、ＧＴＰ－
Ｕパケットヘッダで搬送される場合、ＧＴＰ－ＵヘッダはＵＥに転送されないことがある
ので、ＵＥは、その情報を利用することができないことがある。
【００８３】
　異なる可能なシナリオのためのアプリケーションクラスベースのＡＳＡＣルールは、特
定のＡＳＡＣルールを定義することができる。ＡＳＡＣルールは、ルールの識別情報、ル
ールを適用することができる状況（例えば、災害時もしくは他の状況）、またはルールに
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従うことができるＡＣ、例えば、ＡＣ０～ＡＣ９を含むことができる。加えて、アプリケ
ーションクラスベースのＡＳＡＣルールは、アプリケーションクラスのホワイトリストを
定義することができ、すなわち、それは、許可を得ることができるリスト内のクラスに属
するアプリケーションを定めることができる。ＡＳＡＣルールは、アプリケーションクラ
スのブラックリストも、すなわち、規制を受けることがあるリスト内のクラスに属するア
プリケーションも定めることができる。それは、明示的な非アクティブ化インジケーショ
ンを受け取らないことがある場合に、ＡＳＡＣルールをアクティブ化しておくことができ
る、例えば、１時間などの、時間期間も定めることができる。
【００８４】
　例えば、重度、中度、軽度など、異なるネットワーク輻輳レベルに従って、シナリオ／
状況のために、複数のルール（規則）を定義することができる。いくつかの場合では、Ａ
ＳＡＣがアクティブ化される必要があるときに、ＵＥはシナリオを知らないことがあるの
で、シナリオ／状況別ではないルール（汎用ルール）も定義することができる。
【００８５】
　加えて、ＡＳＡＣルールは、例えば、ＡＳＡＣのアクティブ化は定期的とすることがで
きるかどうか、ＵＥにおいてＡＳＡＣのルール（規則）をアクティブ化することができる
時刻、例えば、１日の午前９：３０もしくは午後８：３０など、ＵＥにおいてＡＳＡＣを
非アクティブ化すべき時刻、またはルール（規則）に関連する他の任意のパラメータを定
めることができる。これは、ネットワーク輻輳を定期的に、例えば、１日の繁忙な時間中
に予期することができる場合に、有益なことがある。そのようなＡＳＡＣルールは、ネッ
トワークからのインジケーションなしに、ＡＳＡＣアクティブ化／非アクティブ化を自動
的にトリガすることができる。
【００８６】
　さらに、ＵＥがある場所／エリアにいるときに、機能を自動的にアクティブ化／非アク
ティブ化するために、ＡＳＡＣルールにおいてＵＥのロケーション情報も構成することが
できる。ロケーション情報は、例えば、セルＩＤ、限定加入者グループ（ＣＳＧ）ＩＤ、
ＧＰＳ座標、または他の任意のタイプのロケーション情報とすることができる。例えば、
輻輳を常態的に観測することができる、地下鉄の駅をカバーするセルのＩＤを、ＡＳＡＣ
ルールにおいて構成することができる。したがって、ＵＥは、そのセルに入ったとき、Ａ
ＳＡＣを自動的にアクティブ化することができる。別の例では、ネットワークがアクティ
ブ化をトリガしていた場合、ＵＥは、それがＣＳＧメンバであることができる閉じられた
またはハイブリッドホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）に入ったときに、ＡＳＡＣルール
を非アクティブ化することができる。あるいは、ＵＥは、ネットワークからのいずれのＡ
ＳＡＣアクティブ化インジケーションも無視することができる。
【００８７】
　複数のオペレータによって共用されるＲＡＮでは、すべてのオペレータ／公衆陸上モバ
イルネットワーク（ＰＬＭＮ）のために、共通のＡＳＡＣルールを構成することができる
。あるいは、オペレータ／ＰＬＭＮ毎に、オペレータまたはＰＬＭＮ別ＡＳＡＣルールを
構成することができる。オペレータ／ＰＬＭＮ別ＡＳＡＣルールが定義されているときで
あっても、緊急シナリオのためのＡＳＡＣルールなど、いくつかのＡＳＡＣルール、また
は他の任意のルールは、複数のオペレータ／ＰＬＭＮによって依然として使用することが
できる。
【００８８】
　類似のＡＳＡＣルールを、ＭＯおよびＭＴアクセスの両方に適用することができる。あ
るいは、異なるＭＯ別およびＭＴ別ＡＳＡＣルールを定義することができる。例えば、い
くつかのシナリオでは、ネットワークは、ＭＯには緊急アプリケーションのみを許可し、
ＭＴには緊急および高プライオリティアプリケーションの両方を許可することができる。
【００８９】
　アプリケーション分類情報４００の実施形態と類似することができる方法で、ＡＳＡＣ
ルールは、ＵＥにおいて事前に構成することができ、またはＡＮＤＳＦポリシ、ＯＭＡ　
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ＤＭオブジェクト、もしくはｅＮＢシステム情報ブロードキャストによって提供すること
ができる。必要な場合、ＵＥ別ＡＳＡＣルールは、専用ＮＡＳまたは無線リソース制御（
ＲＲＣ）シグナリングを通して提供することができる。
【００９０】
　ＡＳＡＣルールの設計を、アプリケーションクラスベースのブラック／ホワイトリスト
などを可能な例外として、他のアプリケーションクラスベースでないＡＳＡＣルールにも
適用することができることに留意することができる。ＵＥにおけるＡＳＡＣアクティブ化
／非アクティブ化のトリガは、ＵＥにおいて時間またはロケーションベースの基準を構成
することによって実行することができる。これらの基準が満たされたとき、ＡＳＡＣは、
自動的にアクティブ化または非アクティブ化することができる。
【００９１】
　より一般的には、アクティブ化および非アクティブ化は、ＡＳＡＣ関連情報（例えば、
ＡＳＡＣルール）の存在／非存在によってトリガすることができる。これが特に当てはま
ることがあるのは、ＡＳＡＣ関連情報を、ＡＣＢまたはＥＡＢ機能に類似したシステム情
報ブロードキャストによって提供することができるときである。ネットワークからの追加
のアクティブ化／非アクティブ化インジケーションは、例えば、ＡＮＤＳＦ、ＯＭＡ　Ｄ
Ｍ、ＳＩＢ、または専用ＲＲＣシグナリングを通して、ＡＳＡＣ関連情報を事前に提供す
ることができることを示すインジケーションとすることができる。これは、機能をアクテ
ィブ化／非アクティブ化するためのネットワークからのインジケーションが利用可能であ
ることができ、その機能をＵＥにおいてアクティブ化または非アクティブ化することがで
きる場合に生じることができる。インジケーションは、任意の形式とすることができる。
例えば、インジケーションは、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）内の１または複数のビット
、ＳＩＢ、ページングメッセージ内のＩＥ、ＡＮＤＳＦポリシプッシュなどとすることが
できる。
【００９２】
　したがって、ＵＥは、例えば、地震津波警報システム（ＥＴＷＳ）ページング、または
別の災害状況インジケーションを受信した場合、汎用ルール（規則）または災害シナリオ
別ルール（規則）が利用可能であることができるならば、ＡＳＡＣを自動的にアクティブ
化することができる。さらに、明示的なＡＳＡＣアクティブ化インジケーションを、ＥＴ
ＷＳページングメッセージなどのページングメッセージで搬送することができる。
【００９３】
　加えて、ＡＣＢまたはＥＡＢまたはＳＳＡＣなどのためのＳＩＢの存在など、ネットワ
ーク輻輳状況のいくつかのインジケーションは、ＵＥにおいてルールが利用可能であるこ
とができる場合、ＡＳＡＣを自動的にアクティブ化することができる。ＵＥまたはアプリ
ケーションが、ＡＣＢ、ＥＡＢ、またはＳＳＡＣに従わないことがある場合であっても、
ＡＳＡＣをアクティブ化することができる。
【００９４】
　共用ＲＡＮのためにオペレータ／ＰＬＭＮ別ＡＳＡＣルールを構成することができる場
合、異なるオペレータ／ＰＬＭＮに属するＵＥに、共通のアクティブ化または非アクティ
ブ化インジケータを提供することができる。共通のまたは異なるＡＳＡＣルールを用いて
機能をアクティブ化／非アクティブ化するために、インジケータを提供することができる
。あるいは、オペレータ／ＰＬＭＮ別アクティブ化／非アクティブ化インジケーションを
、ネットワークによって提供することができる。この場合、特定のオペレータ／ＰＬＭＮ
に属するＵＥは、機能をアクティブ化／非アクティブ化することができ、他のＵＥは、影
響を受けずにいることができる。これが特に有益なことがあるのは、ＲＡＮが共用され、
各参加オペレータがＲＡＮリソースのあるパーセンテージだけしか使用することができな
いときである。これらの条件下では、いくつかのオペレータは、割り当て量に到達し、Ａ
ＳＡＣをアクティブ化する必要があることがあるが、他のオペレータは、そうではないこ
とがある。
【００９５】
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　ネットワークは、ネットワークが明示的にＡＳＡＣを非アクティブ化する前に、ネット
ワーク輻輳状況が改善するにつれて、追加のアプリケーションがネットワークにアクセス
することを徐々に可能にするために、ＡＳＡＣルールを更新することができる。例えば、
ネットワーク輻輳が非常に深刻なことがある場合、ネットワーク提供のＡＳＡＣルールは
、ネットワークにアクセスすることを緊急アプリケーションだけに許可することができる
。ネットワーク輻輳が軽減された場合、ネットワークは、ネットワークにアクセスするこ
とをプライオリティが高い方のアプリケーションにも許可するように、ルール（規則）を
更新することができる。この方法または他の方法を使用することによって、非アクティブ
化プロセスは、漸進的でグレースフルであることができ、集中アクセスを回避することが
できる。
【００９６】
　ここで図５を参照すると、輻輳レベルを示し、ルール（規則）を更新するための手順５
００の可能な実施形態が示されている。例えば、ＳＩＢブロードキャストされるＡＳＡＣ
ルールなど、いくつかの動的に提供されるＡＳＡＣルールの場合、ネットワークがルール
を直接的に更新することが容易なことがある。例えば、ＡＮＤＳＦまたはＯＭＡ　ＤＭな
どによって提供されるルールなど、静的に事前構成された、または半静的に提供されるＡ
ＳＡＣルールの場合、ネットワークは、ＵＥにおいて異なるＡＳＡＣをアクティブ化する
ために、異なる輻輳レベルを示すことができる。
【００９７】
　先に説明されたように、ＡＳＡＣルールは、それらが適用されるＡＣを定めることがで
きる。したがって、ネットワークは、異なる輻輳レベルに従って、アクティブなＡＳＡＣ
ルールにおけるＡＣの数を調整することもでき、それによって、漸進的でグレースフルな
非アクティブ化手順を達成することができる。
【００９８】
　ＩＤＬＥモードにおけるＭＴトラフィックのためのＡＳＡＣの場合、ＭＴアプリケーシ
ョンＩＤは、ページングまたはＭＴ別ＡＳＡＣルールで伝達することができる。これは、
ＭＭＥがアプリケーションアウェアネスを有さないことを仮定することができる。それは
、アプリケーションパケットをトランスポートする進化型パケットシステム（ＥＰＳ）ベ
アラのＱｏＳパラメータから、ＡＳＡＣプライオリティを直接的に引き出すことができる
ことも仮定することができる。ダウンリンク（ＤＬ）通知メッセージを、サービングゲー
トウェイ（ＳＧＷ）においてバッファリングされるパケットのアプリケーションＩＤを含
むように拡張することができる。ＭＭＥは、この情報をＳＩページングメッセージ内に含
めることができる。ｅＮＢは、アプリケーションＩＤを有するページングメッセージを送
信することができる。
【００９９】
　いくつかのＡＳＡＣルールは、ＭＴアクセスのために明確に定義することができる。例
えば、ＭＯとＭＴのために、異なるブラックリストを定義することができる。いくつかの
非緊急シナリオでは、ＵＥは、ＭＴのためのＡＳＡＣをバイパスすることができる。緊急
ＡＳＡＣ状態では、ＭＴアクセスは、ＡＳＡＣ規制を受けることがある。
【０１００】
　ＭＭＥまたはｅＮＢにおいてフィルタリングされるＤＬ通知／ページングでは、ホーム
加入者サーバ（ＨＳＳ）からＭＭＥにダウンロードされる加入プロファイルは、負荷状態
毎に、許可されたＡｐｐ－ＩＤ／ＱＣＩ／割り当ておよび保持プライオリティ（ＡＲＰ）
／機能プログラミングインターフェース（ＦＰＩ）を提供することができる。標準定義さ
れたまたは実施別のインターフェースを使用して、ＭＭＥは、ＲＡＮ負荷状態を獲得する
ことができる。したがって、ＭＭＥは、特定のＵＥについて特定のｅＮＢへのページング
を実行すべきかどうかを決定するために、他の情報とともに、２つの情報を獲得すること
ができる。
【０１０１】
　さらに、場合によっては、負荷情報がＭＭＥに知られていないことがあるので、ページ
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ングは、ページングプライオリティに従って、ｅＮＢによってフィルタリングすることが
できる。ＭＭＥは、ページングプライオリティを導出するために、ＵＥ加入情報、アプリ
ケーションＩＤ、サブ品質管理インデックス（ＱＣＩ）、フロープライオリティインジケ
ータ、ＡＲＰ、ＱＣＩ、または他の情報に基づいて、フィルタリングを実行することがで
きることがある。ページングプライオリティは、特定のＵＥのためにＡＳＡＣ　ＤＭ／Ａ
ＮＤＳＦによって構成されたアプリケーションプライオリティと整合的であることができ
る。ローミングを行うときに、在圏公衆陸上モバイルネットワーク（ＶＰＬＭＮ）ＡＳＡ
Ｃポリシが遵守される場合、ホーム公衆陸上モバイルネットワーク（ＨＰＬＭＮ）におけ
るＱｏＳ／アプリケーションパラメータを、ＶＰＬＭＮによって構成されたポリシ／プラ
イオリティにマッピングすることができるように、オペレータ間合意が必要とされること
がある。
【０１０２】
　ＤＬ通知メッセージを、ＳＧＷにおいてバッファリングされるパケットのためのアプリ
ケーションＩＤ、サブＱＣＩ、またはフロープライオリティインジケータを含むように拡
張することができる。ＭＭＥは、ＥＰＳベアラＩＤ、ＱＣＩ、ＡＲＰ、および／またはサ
ブＱＣＩ／フロープライオリティインジケータ／アプリケーションＩＤに基づいて、ペー
ジングプライオリティを決定することができる。ｅＮＢは、ＭＭＥにＲＡＮ輻輳情報を通
知することができる（例えば、ページングプライオリティがあるレベルを下回る場合はペ
ージングを行わない）。ＭＭＥは、ＵＥにページングを行うかどうかを決定するために、
ページングプライオリティおよびＲＡＮ輻輳を使用することができる。あるいは、Ｓ１ペ
ージングをｅＮＢに送信することができ、ｅＮＢは、ページングプライオリティに基づい
て、ページングを実行するかどうかを決定することができる。Ｓ１ページングを送信する
ことができる場合、ＭＭＥは、ＲＡＮ／ｅＮＢ輻輳情報に基づいて、再ページングを実行
しないことを決定することができる。ＵＥは、ＡＳＡＣパラメータ／構成を無視すること
によって、ＭＴアクセスを実行することが必要とされることがある。
【０１０３】
　ＭＭＥは、特定のＥＰＳベアラを一時中断するように、または特定のサブＱＣＩ／フロ
ープライオリティ／アプリケーションＩＤのダウンリンクパケットのＤＬ通知を一時中断
するように、ＳＧＷに通知するために、一時中断通知、またはＤＬデータ通知肯定応答を
送信することができる。そのようなパケットは、ＳＧＷによって削除することができる。
加えて、ＳＧＷは、ＰＤＮ接続全体の代わりに、特定のベアラの一時中断をＰＧＷに通知
することができる。したがって、ＭＭＥからＳＧＷに送信されるデータの選択的な一時中
断に関する情報が存在することができる。
【０１０４】
　ＡＳＡＣと他の輻輳制御メカニズムとの間で対話を行うことができる。例えば、いくつ
かのＬＴＥシステムでは、ＡＣＢ、ＳＳＡＣ、およびＥＡＢなど、いくつかの輻輳制御メ
カニズムを定義することができる。ＡＳＡＣとＳＳＡＣは、同様の目的に役立つことがで
きるが、ＡＳＡＣは、より高度とすることができ、対象サービス／アプリケーションにつ
いてより細かい粒度を有することができる。したがって、ネットワークが、ＳＳＡＣとＡ
ＳＡＣの両方を同時にアクティブ化する可能性は低いであろう。しかしながら、ネットワ
ークが、ＡＣＢとＡＳＡＣの両方、もしくはＥＡＢとＡＳＡＣの両方、またはＡＣＢ／Ｅ
ＡＢ／ＡＳＡＣでさえも同時にアクティブ化する可能性はあるであろう。
【０１０５】
　ＡＣＢ（またはＥＡＢ）とＡＳＡＣの両方がアクティブ化され、ＵＥが両方に従う場合
、ＡＣＢ（またはＥＡＢ）の前に、ＡＳＡＣをチェックすることができる。ＡＳＡＣチェ
ックは、ＮＡＳにおいて実行することができ、一方、ＡＣＢ（またはＥＡＢ）チェックは
、ＡＳにおいて行われ、ＮＡＳは、ＡＣＢをアクティブ化することができるかどうかを知
らないことがあるので、これが好ましいことがある。アプリケーションがＡＳＡＣチェッ
クに合格したが、ＵＥのＡＣがＡＣＢ（またはＥＡＢ）フィルタで不合格になった場合、
ネットワークへのアクセスを許可しないことができる。しかしながら、アプリケーション
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がＡＳＡＣに合格し、アプリケーションクラスが、例えば、緊急である場合、ＮＡＳレイ
ヤは、チェックをバイパスすることができることを、ＡＳおよびＡＣＢ（またはＥＡＢ）
に示すことができる。
【０１０６】
　ただ１つのチェックが実施され、他のチェックは無視されることが可能なこともある。
例えば、ＥＡＢとＡＳＡＣの両方が、ネットワークにおいてアクティブ化される場合、い
くつかのＵＥは、ＡＳＡＣチェックのみに従い、ＥＡＢチェックには従わないでよい。い
くつかのＵＥは、両方に従うことができる。後者の場合、ＥＡＢチェックのみを実行する
ことができ、ＡＳＡＣチェックは無視されることがある。
【０１０７】
　ＡＳＡＣは、複数のオペレータによって共用されるＲＡＮ内に配置することができる。
複数のオペレータによって共用されるＲＡＮでは、一般的に定義されたＡＳＡＣルールを
、ＰＬＭＮ別またはオペレータ別に構成することができる。ＡＳＡＣルールは、特定のオ
ペレータと関連付けることができ、例えば、各ルール（規則）は、ルール（規則）を適用
することができるオペレータのＰＬＭＮ　ＩＤを示す追加のパラメータを有することがで
きる。これは、上で列挙されたパラメータに付け加えられることができる。さらに、共用
ＲＡＮにおいてブロードキャストされるＳＩＢ情報は、特定のオペレータがＡＳＡＣを適
用しているかどうかを示すことができる。これは、ＳＩＢ情報内のオペレータ毎のＡＳＡ
Ｃフラグを使用して達成することができる。フラグがアクティブである場合、ＵＥは、Ａ
ＳＡＣルールに従って動作し、ネットワークへのアクセスについてあるアプリケーション
を制御することができる。アクティブでない場合、ＵＥは、通常通りに振る舞うことがで
きる。ある状況では、共用ＲＡＮのＲＡＮ所有者、すなわち、ｅＮＢを使用することを他
のオペレータに許可することができるオペレータは、特定の理由で、すべてのＰＬＭＮに
対してあるアプリケーションを制御することを望むことがある。例えば、アプリケーショ
ンは、ＲＡＮノード全体に対して過度な負荷を引き起こすことがある。この状況では、Ｒ
ＡＮ所有者は、ホストされるオペレータ、例えば、ＲＡＮを共用するオペレータに、ＵＥ
についてのＡＳＡＣポリシを変更するように、また特定のアプリケーションまたはアプリ
ケーションのクラスをブラックリスト内に含めるように要求することができる。その後、
ホストされるオペレータは、ＲＡＮオペレータの要求に従って、アプリケーションをＡＳ
ＡＣリスト内に含めることができる。
【０１０８】
　あるいは、ＲＡＮオペレータは、ＡＳＡＣポリシをグローバルとすることができること
、すなわち、ＡＳＡＣポリシは、ＲＡＮを共用するオペレータ／ＰＬＭＮのすべてから、
すべてのＵＥに適用することができることを、例えば、ＳＩＢの１つで示すことができる
。
【０１０９】
　商用ネットワークＲＡＮでは、例えば、輻輳は７００～８００秒毎に発生することがあ
り、１～２秒にわたって持続することがあることが知られている。したがって、短い持続
時間内で有効とすることができ、シグナリングオーバヘッドがより少ない、効率的なメカ
ニズムを使用することができる。
【０１１０】
　ユーザ加入情報に従って、ＡＮＤＳＦは、複数のポリシをＵＥに提供することができる
。各ポリシは、インデックスを有することができる。各ポリシは、許可された（または代
わりに、許可されない）アプリケーションのリストを含むことができる。輻輳が発生する
前の、まだネットワーク負荷が管理可能であることができる間に、複数のポリシをＵＥに
提供することができる。ＲＡＮが輻輳するようになり、ＣＮ（ＰＣＲＦ／ＡＮＤＳＦ）に
通知した場合、ＡＮＤＳＦは、ユーザのためにポリシの１つを選択することができる。選
択は、ユーザ加入情報に基づくことができる。ＡＮＤＳＦは、選択されたポリシのインデ
ックスをＵＥに伝達することができる。ＲＡＮが輻輳した場合、インデックスの伝達で十
分とすることができるので、それは、ランタイムにおいて、より少ないシグナリングオー
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バヘッドしか追加することができない。さらに、輻輳の深刻度レベルなどの状況に基づい
た適切なインデックスを伝達することによって、先に提供された複数のポリシを１度また
は繰り返して再使用することができる。ＡＮＤＳＦは、輻輳を漸進的でグレースフルに制
御することができるように、同期の取れた方法で、異なるＵＥにインデックスを伝達する
ことができる。
【０１１１】
　ＲＡＮが、輻輳が終わったことをＣＮに報告した場合、ＡＮＤＳＦは、元のインデック
スをＵＥに送ることができる。これも、異なるＵＥにおいて許可されたアプリケーション
から生成される異なるトラフィックを漸進的でグレースフルに増加させることができるよ
うな方法で、同期を取ることができる。ＡＮＤＳＦには、ただ１つの有効性タイマが存在
することができる。しかしながら、ポリシ毎に別個の有効性タイマを有することが可能な
ことがある。タイマの満了時に、ＵＥは、ポリシを削除することができ、あるいは、ＡＮ
ＤＳＦに通知することができる。ＵＥは、残りのポリシのインデックスを更新することが
できる。タイマの満了時に、ＵＥがポリシに削除マークを付け、ＡＮＤＳＦに通知するこ
とができることが可能なこともある。ＡＮＤＳＦからコマンドを受け取った後、ＵＥは、
ポリシを削除し、インデックスを更新することができる。いつでも、ＡＮＤＳＦは、より
以前にＵＥに提供されることができた追加のポリシを、既存のポリシリストに追加するこ
とができる。ＡＮＤＳＦは、ポリシの内容とともに、新しいポリシインジケータまたは新
しいポリシのインデックスを設定することによって、これをＵＥに伝達することができる
。ＵＥは、新しいポリシインジケータを受け取った場合、受け取ったポリシをリストに追
加し、インデックスをしかるべく更新することができる。
【０１１２】
　同様に、ＡＮＤＳＦは、ポリシのインデックスをＵＥに送ることによって、先に提供さ
れたリストからポリシを削除することができる。ＡＮＤＳＦは、インデックスが削除され
るべきであることを、フラグを使用して示すことができる。ＵＥは、このメッセージを受
信すると、ポリシを削除し、インデックスを更新することができる。あるいは、リストへ
のポリシの追加およびリストからのポリシの削除の両方の場合に、ＵＥは、コマンドの実
行をＡＮＤＳＦに確認することができる。ＡＮＤＳＦが既存のポリシを部分的に更新する
ことが可能なこともある。これは、ポリシのインデックスを示すことによって行うことが
できる。部分的更新を示すフラグを提供することができる。部分的更新メッセージの受信
時に、ＵＥは、示された部分的内容を変更することによって、選択されたポリシを更新す
ることができる。あるいは、上記のような複数のポリシおよび更新は、ＯＭＡ　ＤＭによ
って実行することができる。
【０１１３】
　別の実施形態では、動作を高速化するために、ＲＡＮが、ＣＮ（ＰＣＲＦ／ＡＮＤＳＦ
）にＲＡＮ輻輳について通知しないことが可能なことがある。代わりに、ＲＡＮは、イン
デックスをＵＥに直接的に伝達することができる。この方法では、複数のポリシは、ＡＮ
ＤＳＦ／ＯＭＡ　ＤＭによってＵＥにすでに提供されていることができる。
【０１１４】
　また別の実施形態では、ＲＡＮ自体が、複数のポリシのリストを異なるＵＥに提供する
ことができる。これは、例えば、ＲＲＣにおいて行うことができる。ポリシリストは、Ｕ
Ｅが異なれば、それらの加入レベルに応じて、異なることができる。ＲＡＮは、接続セッ
トアップ時に、ＵＥの加入レベルにアクセスすることができる。ＲＡＮ内に輻輳が存在す
ることがある場合、ＲＡＮは、ＵＥが従うポリシのインデックスを示すことができる。Ｒ
ＡＮは、輻輳の深刻度レベルなどの状況または他の状況に基づいた適切なインデックスを
伝達することによって、インデックスを示すことができる。ＲＡＮは、輻輳を漸進的でグ
レースフルに制御することができるように、同期が取れた方法で、異なるＵＥにインデッ
クスを伝達することができる。ＲＡＮは、輻輳が終わったことを検出したとき、元のイン
デックスをＵＥに送ることを選択することができる。このアクションも、異なるＵＥにお
いて今は許可されたアプリケーションから生成される異なるトラフィックを漸進的でグレ
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ースフルに増加させることができるような方法で、同期を取ることができる。
【０１１５】
　ポリシのための有効性タイマを導入することができる。有効性タイマは、完全なリスト
のための単一のタイマとすることができる。それは、リスト内のポリシ毎の、またはリス
トの部分のための別個のタイマとすることもできる。タイマの満了時に、ＵＥは、ポリシ
を削除し、あるいは、ＲＡＮに通知することができる。それは、残りのポリシのインデッ
クスを更新することもできる。タイマの満了時に、ＵＥは、ポリシに削除マークを付ける
ことができることが可能なこともある。ＵＥは、ＲＡＮに通知することができる。ＲＡＮ
からコマンドを受信した後、ＵＥは、ポリシを削除し、インデックスを更新することがで
きる。
【０１１６】
　いつでも、ＲＡＮは、追加のポリシを既存のポリシリストに追加することができ、既存
のポリシリストは、それ以前にＵＥに提供されることができる。ＲＡＮは、ポリシの内容
とともに、新しいポリシインジケータまたは新しいポリシのインデックスを設定すること
によって、これをＵＥに伝達することができる。ＵＥは、新しいポリシインジケータを受
け取った場合、受け取ったポリシをリストに追加し、インデックスをしかるべく更新する
ことができる。同様に、ＲＡＮは、ポリシのインデックスを送り、インデックスを削除す
ることができることをフラグによって示すことによって、先に提供されたリストからポリ
シを削除することができる。ＵＥは、このメッセージを受信すると、ポリシを削除し、イ
ンデックスを更新することができる。リストへのポリシの追加およびリストからのポリシ
の削除の両方の場合に、ＵＥは、コマンドの実行をＡＮＤＳＦに確認することができる。
【０１１７】
　ＲＡＮが既存のポリシを部分的にだけ更新することが可能なこともある。これは、ポリ
シのインデックスを示すことによって行うことができる。部分的更新を示すフラグを提供
することができる。このメッセージの受信時に、ＵＥは、示された部分的内容を変更する
ことによって、選択されたポリシを更新することができる。
【０１１８】
　別の実施形態では、ＵＥは、どのインデックス付けされたポリシに従うべきかを、ネッ
トワーク（ｅＮＢ／ＡＮＤＳＦ／ＤＭなど）によって通知された場合、新しいインデック
スを受け取らない限り、受け取ったポリシを使用し続けることができる。あるいは、ＵＥ
は、構成された持続時間にわたって、示されたポリシに従うことができる。構成された時
間の満了後、ＵＥは、どのポリシに従うことができるかを決定するために、ネットワーク
に照会することができる。加えて、ＵＥは、デフォルトポリシに戻ることができる。デフ
ォルトポリシは、マルチポリシリスト内のポリシの１つとすることができる。デフォルト
ポリシは、フラグを用いて明示的に示すことができる。あるいは、デフォルトポリシは、
事前定義されたインデックスを用いて暗黙的に示すことができ、例えば、それは、リスト
内の第１のポリシとすることができる。新しいポリシが追加された場合、ＵＥは、どのポ
リシに従うべきかを通知されることができる。明示的なインジケーションが存在しない場
合、ＵＥは、構成された時間間隔にわたって、旧いポリシを使用し続けることができる。
ピンポンを回避するために、ヒステリシスメカニズムを追加することができる。ヒステリ
シスメカニズムでは、ある構成された時間間隔内に（異なるポリシインデックスを含む）
２つの連続するメッセージがネットワークから受信された場合、ＵＥは、時間窓内で受信
された新しいメッセージを廃棄することができる。時間窓は、異なるインデックスを含む
メッセージの受信から開始することができる。または、例えば、それは、新しいメッセー
ジを受信することができるたびに、リセットすることができる。
【０１１９】
　例えば、（ｉ）異なるアプリケーションリスト（許可された／または許可されない）を
含むＵＥにおいて事前構成された複数のポリシを提供すること、および（ｉｉ）状況に基
づいて現在のインデックスを示すことなどのメカニズムは、ＵＰＣＯＮおよびＡＳＡＣの
両方に適用可能とすることができる。
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【０１２０】
　さらなる実施形態では、ＲＡＮは、ＣＮに輻輳を通知し、輻輳の方向、すなわち、ＵＬ
輻輳、ＤＬ輻輳、またはＵＬとＤＬの両方の輻輳を示すことができる。
【０１２１】
　ＵＰＣＯＮのための別の実施形態では、許可された（または代わりに、許可されない）
アプリケーションのリストをＴＦＴに追加することが可能なことがある。ベアラ毎の複数
のＴＦＴをあらかじめＵＥに提供することができる。いつでも、ＵＥは、ベアラのＴＦＴ
の１つに従うことができる。ＴＦＴは、ベアラのためのデフォルトＴＦＴとすることがで
きる。あるいは、それは、輻輳または他の任意の要因に応じて、ネットワークによって動
的に提供することができる、ベアラのためのＴＦＴリスト内の他の任意のインデックスに
従うことができる。ベアラのためのデフォルトＴＦＴは、マルチＴＦＴリスト内のＴＦＴ
の１つとすることができる。デフォルトＴＦＴは、フラグを用いて明示的に示すことがで
きる。あるいは、それは、事前定義されたインデックスを用いて暗黙的に示すことができ
る（例えば、リスト内の第１のＴＦＴ）。ＲＡＮは、おそらくＲＡＮにおける輻輳の深刻
度および／または輻輳の方向を用いて、輻輳をＰＣＲＦに示すことができる。輻輳の方向
は、深刻度レベルに基づいて、ＵＬ、ＤＬ、または両方を含むことができる。ＰＣＲＦは
、これをＰＧＷに示すことができる。ＰＧＷは、使用されるＴＦＴインデックスに関連す
るインジケーションをＵＥに送ることができる。
【０１２２】
　ＤＬだけが輻輳している場合、ＰＧＷは、いずれのＴＦＴインデックス変更もＵＥに送
らないことがある。ＰＧＷは、それがＤＬのために使用しているＴＦＴインデックスを最
近変更した場合、いずれのＴＦＴインデックス変更も送らないことがある。ＵＬまたは両
方向が輻輳している場合、ＰＧＷは、使用されるＴＦＴインデックスをＵＥに送ることを
選択することができる。ＴＦＴインデックス、およびＴＦＴインデックス内のアプリケー
ションリストに基づいて、ＵＥは、述べられたアプリケーションからのトラフィックをフ
ィルタリングすることができる。それは、それらのアプリケーションからのトラフィック
のみを許可することができ、またはそれらのアプリケーションからのトラフィックのみを
許可しないことができる。したがって、ポリシの更新／追加／削除に関連する本明細書で
述べられる手順は、マルチポリシリストを提供することができる。マルチポリシリストは
、ベアラのためのＴＦＴリスト内のＴＦＴの更新／追加／削除に適用可能とすることがで
きる。複数アプリケーションのリストを１つのＴＦＴ内に追加することができることが可
能なこともある。アプリケーションのＴＦＴインデックスを示す代わりに、リストを示す
ことができる。これは、輻輳、ならびに／または輻輳の深刻度および／もしくは方向に依
存することができる。同様に、それは、サービスデータフロー（ＳＤＦ）を用いて行うこ
とができる。
【０１２３】
　ＡＳＡＣおよびＵＰＣＯＮについて、任意のタイプの統計を収集することができる。統
計は、ｅＮＢまたは他の任意のタイプのノードが追加情報を必要としたときにいつでも、
収集することができる。統計は、定期的に、他のイベントに基づいて、または他の任意の
時に、収集することができる。
【０１２４】
　加えて、ＵＥは、さらなる情報をネットワークに提供することができる。ＵＥからのさ
らなる情報は、例えば、実行中アプリケーションに関する統計を含むことができる。例え
ば、統計は、アプリケーションがある時間窓内でどれだけのデータを（ＵＬ／ＤＬにおい
て）交換したかを含むことができる。それは、将来の時間窓内におけるアプリケーション
当たり予想されるＵＬ／ＤＬデータも含むことができる。ＵＥからの情報は、予想される
全データ交換、過去／将来におけるアクティビティのレベル、さらなるアクティビティを
予想することができる時間、閾値ベースの情報、または情報の他の任意のパラメータ、例
えば、タイプ、内容なども含むことができる。
【０１２５】
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　ＵＥは、この情報をＮＡＳメッセージでＭＭＥに提供することができる。ＭＭＥは、情
報をｅＮＢのＵＥコンテキストに挿入することができる。または、それは、情報をＰＣＲ
ＦまたはＡＮＤＳＦに送信することができる。ＵＥは、情報をＲＲＣメッセージで直接的
にｅＮＢに提供することもできる。
【０１２６】
　この情報に基づいて、ネットワークは、選択されたＵＥおよび／またはＵＥ内の選択さ
れたアプリケーションをより良く対象とすることができることがある。これは、ＡＳＡＣ
および／またはＵＰＣＯＮメカニズムを用いて、より良く輻輳を緩和することができる。
【０１２７】
　ｅＮＢまたは他のノード（ＰＣＲＦ／ＡＮＤＳＦ）は、ＵＥおよびアプリケーションを
選択的に対象とする情報に基づいて、ポリシ（または対象とされたＵＥもしくはＵＥ内の
対象とされたアプリケーションを制御するための新しいメッセージ）を更新することがで
きる。
【０１２８】
　ネットワークにおけるディープパケットインスペクション（例えば、トラフィック検出
機能（ＴＤＦ）など）は、ネットワーク内のリソースの大部分を消費する上位数個のアプ
リケーションを決定することができる。上位数個のアプリケーションのリストは、ＡＮＤ
ＳＦ／ＯＭＡ　ＤＭ／ｅＮＢ　ＲＲＣなどを用いて、様々なＵＥにおいて構成することが
できる。各アプリケーションは、固有のインデックスを有することができる。ＵＥが、い
ずれかの実行中アプリケーションをリスト内に有する場合、ネットワークは、統計を提供
するようにＵＥに命令することができる。ＵＥは、構成されたアプリケーションリストか
らのアプリケーションのインデックスとともに、対応するアプリケーションから決定され
た統計を用いて応答することができる。
【０１２９】
接続モードＵＥのためのＰＭＯＣ
　接続モードのＵＥが新しいアプリケーションを起動することがないようにするために、
以下のような方法などを使用することができる。これらの方法は、パケットフィルタによ
って識別することができるアプリケーションに対して機能することができる。
【０１３０】
ＵＬ－ＴＦＴパケットフィルタを通したモバイル発信防止
　許可属性または阻止属性を有する新しい属性を、ＴＦＴパケットフィルタ属性に追加す
ることができる。許可／阻止属性を有するパケットフィルタを使用することによって、新
しい属性が許可を示している場合、通信システムにおいてアプリケーションにアクセスを
許可することができ、アプリケーショントラフィックを継続することができる。そうでは
なく、新しい属性が阻止を示している場合、アプリケーションが通信システムにアクセス
することを規制することができ、アプリケーショントラフィックを阻止することができる
。
【０１３１】
　ここで図６を参照すると、ＴＦＴパケットフィルタシステム６００が示されている。Ｔ
ＦＴパケットフィルタシステム６００では、許可属性を、許可ＴＦＴパケットフィルタ６
１０などのＴＦＴパケットフィルタに提供することができる。加えて、阻止属性を、阻止
ＴＦＴパケットフィルタ６１４などのＴＦＴパケットフィルタに提供することができる。
ＴＦＴパケットフィルタシステム６００は、開始することを接続ＵＥに許可しないアプリ
ケーションのブラックリストも有することができる。したがって、阻止ＴＦＴパケットフ
ィルタ６１４は、アプリケーションを阻止し、デフォルトベアラまたは専用ベアラに通知
するために、新しい属性である阻止を用いて明示的に構成することができる。
【０１３２】
　例えば、（セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）などの）アプリケーションシグナリン
グトラフィックは、それのために定義された関連するＴＦＴが存在しない場合、通常通り
、デフォルトベアラにマッピングすることができる。明示的なＴＦＴパケットフィルタ６



(29) JP 6499179 B2 2019.4.10

10

20

30

40

50

１４が、アプリケーションのために（新しい属性である阻止を用いて）生成され、デフォ
ルトベアラのためのＴＦＴが、インストールされる場合、アプリケーションシグナリング
は、ＴＦＴパケットフィルタ６１４によってトラップすることができ、アプリケーション
は、通過することができない。
【０１３３】
　システムは、アタッチ手順またはサービス要求手順の間に、そのような許可／阻止フィ
ルタを構成することができ、またはシステムは、ＵＬ－ＴＦＴを更新するために、ベアラ
変更手順を開始することができる。
【０１３４】
　アプリケーションのブラックリストが長い場合、ＵＥにおいて阻止属性を有する十分な
パケットフィルタをインストールすることは、実用的でないことがある。より実用的な方
法は、許可されたアプリケーションに対応するパケットフィルタだけをインストールする
こととすることができる。さらに、整合フィルタを有さない他のトラフィックがデフォル
トベアラに行くことがないようにすることは、実用的でないことがある。
【０１３５】
　整合フィルタが見つからない場合に、トラフィックがデフォルトベアラに行くことがな
いようにするための方法を実施することができる。整合フィルタを有さないいずれのトラ
フィックも削除することができることを示す明示的なインジケーションを、ＵＥに送るこ
とができる。したがって、そのようなトラフィックは、デフォルトベアラに行くことがで
きない。このインジケーションは、デフォルト／専用ＥＰＳベアラアクティブ化、ＥＰＳ
ベアラ変更要求などの、いくつかのＥＰＳセッション管理（ＥＳＭ）メッセージで搬送す
ることができる。
【０１３６】
　加えて、ＴＦＴにおける構成されたフィルタ内に整合フィルタが見つからない場合、ト
ラフィックを削除すべきであることを示すために、（例えば、「ＴＦＴオペレーションコ
ード」の予約ビットを使用して）ＴＦＴフォーマット内にインジケーションビットを追加
することができる。ＴＦＴは、デフォルトベアラのためにインストールすることができる
。ＴＦＴは、（専用ベアラＴＦＴによってすでに許可されたものに加えて）許可されたア
プリケーションのためのパケットフィルタと、特別なインジケーションとを含むことがで
きる。さらに、阻止属性を有するワイルドカードパケットフィルタを、デフォルトベアラ
のＴＦＴにおいて構成することができる。整合フィルタを見出さないいずれのトラフィッ
クも、ワイルドカードフィルタにマッチし、阻止することができる。
【０１３７】
　ＷｉＦｉオフロードを行うことができる。ＵＥにおけるＡＳＡＣチェックの結果は、Ｗ
ｉＦｉオフロードを開始するトリガとして使用することができる。アプリケーションがＡ
ＳＡＣチェックに不合格になり、ＷｉＦｉ接続が利用可能である場合、ＵＥは、ＷｉＦｉ
接続上で、アプリケーションシグナリング／データを送信し続けることができる。アプリ
ケーションがＡＳＡＣチェックに不合格になり、その時点でＷｉＦｉ接続が利用可能でな
い場合、ＵＥは、スキャンおよびＷｉＦｉネットワークとのアソシエーションを開始する
ことができる。
【０１３８】
　ＡＳＡＣおよびモビリティ手順を提供することができる。ＵＥにおけるＡＳＡＣチェッ
クの結果は、周波数内／周波数間またはＲＡＴ間モビリティ手順などのプロセスを開始す
るトリガとしても使用することができる。ＡＳＡＣが原因でアプリケーションが規制され
る場合、ＵＥは、輻輳なしとすることができる別の適切な周波数内／周波数間またはＲＡ
Ｔ間セルの再選択を開始しようと試みることができる。これは、現在のセルのＳｒｘｌｅ
ｖおよびＳｑｕａｌが、セル再選択測定を開始するための基準を満たしていないことがあ
る場合であっても、行うことができる。
【０１３９】
　再選択がＡＳＡＣ規制に起因する場合、新しいセルを再選択するためのセルランキング
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基準を緩和することができる。例えば、対象セルのランキングは、サービングセルよりも
良くなくてよい。対象セルのＳｒｘｌｅｖおよびＳｑｕａｌが、最小閾値よりも良い限り
、対象セルを再選択することをＵＥに許可することができる。
【０１４０】
　ＡＳＡＣは、Ｄ２Ｄ通信にも適用することができる。ＡＳＡＣルールによって制御する
ことができるアプリケーションが存在することがあるが、アプリケーションのいくつかま
たはすべては、アプリケーションデータがネットワークの代わりにＤ２Ｄ通信リンク上で
送信される場合、ネットワークによって許可することができる。したがって、異なるケー
スにおいて、例えば、コアネットワーク通信、Ｄ２Ｄ通信、または両方のケースにおいて
、ネットワークにアクセスすることをアプリケーションに許可する／許可しないかどうか
を示す別個のポリシまたはルール（規則）を、ＡＳＡＣに追加することができる。
【０１４１】
　Ｄ２Ｄ通信の確立は、Ｄ２Ｄ接続を要求するデバイス上の特定のアプリケーションに起
因することがある。特定のアプリケーションがＡＳＡＣルールによって制御される場合、
Ｄ２Ｄは、Ｄ２Ｄ接続を確立する前に、ＡＳＡＣルールをチェックして、アプリケーショ
ンにアクセスを許可することができるかどうかを決定することができる。第１のＵＥは、
Ｄ２Ｄ無線ベアラ確立／ＰＤＮ確立を求める要求を送信するとき、要求を送信する前に、
どのアプリケーションが接続確立を要求したかをチェックすることができる。これは、本
明細書で説明されるようなＮＡＳレイヤにおいて、アプリケーションＩＤを問い合わせる
ことによって実行することができる。特定のアプリケーションがＡＳＡＣルールによって
制御されない場合、Ｄ２Ｄ接続要求を第２のＵＥに送信することができる。接続確立を求
める要求を承諾する前に、アプリケーションを許可することができるかどうかを決定する
ために、第２のＵＥによって同じ手順を実行することができる。ＡＳＡＣルールがアプリ
ケーションを許可する場合、要求を受諾することができる。あるいは、アプリケーション
がＡＳＡＣルールによって制御される場合、ＡＳＡＣのせいでそれが拒否されることを示
すインジケーションを用いて、要求を拒否することができる。
【０１４２】
　さらに、進行中のＤ２Ｄが生じている場合、Ｄ２Ｄリンク上の無線輻輳または緊急時な
どの理由で、ネットワークが、Ｄ２Ｄリンク上のアプリケーションを含むことが可能なこ
とがある。進行中のＤ２Ｄ通信が特定のアプリケーションのために確立され、ＡＳＡＣが
アクティブ化されている場合、リンクを直ちに切断することができる。あるいは、アプリ
ケーションアクセスがＡＳＡＣルールによって再び許可されるときまで、Ｄ２Ｄ接続を一
時中断することができる。（一時中断中、ＵＥの少なくとも１つのＤ２Ｄコンテキストは
、ｅＮＢによって維持することができる）。Ｄ２Ｄリンクの一時中断は、Ｄ２Ｄ通信リン
クの再確立に必要とされるシグナリングを回避することができる。
【０１４３】
　ルール（規則）に従うことができるＡＣを示すために、少なくとも１つのＡＣ識別子を
提供することができる。通信ネットワークは、ルール（規則）を更新することができる。
通信ネットワークは、通信ネットワークにおける輻輳のレベルに従って、ルール（規則）
を更新することができる。通信ネットワークは、複数のアプリケーションのうちのアプリ
ケーションによるアクセスを徐々に許可するように、ルール（規則）を更新することがで
きる。複数のルールのうちのルール（規則）にそれぞれのプライオリティを提供すること
ができる。複数のルールのうちのそれぞれのルール（規則）は、複数の輻輳レベルのうち
の輻輳レベルに従って決定することができる。アクセスは、ＵＥのＩＤＬＥモード中に許
可または規制することができる。アクセスは、ＵＥの接続モード中に許可または規制する
ことができる。複数のアプリケーションクラスのうちのアプリケーションクラスにそれぞ
れのプライオリティを提供することができる。それぞれのプライオリティは、緊急プライ
オリティ、非緊急プライオリティ、高プライオリティ、中プライオリティ、または低プラ
イオリティを含むことができる。アプリケーションクラスは、アプリケーション分類情報
を含むことができる。アプリケーション分類情報は、少なくとも１つのアプリケーション
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別パラメータを含むことができる。アプリケーション分類情報は、少なくとも１つのアプ
リケーション識別子を含むことができる。アプリケーション分類情報は、プライオリティ
の順序を含むことができる。ＵＥは、アプリケーションが、ルール（規則）をＭＴトラフ
ィックに適用するためのページングを引き起こしたことを決定することができる。
【０１４４】
　ＭＴトラフィック別ルールを構成することができる。ＭＴトラフィック別ルールは、ア
プリケーションＩＤを含む。ページングは、アプリケーションＩＤを含む。ｅＮＢは、ペ
ージングおよびアプリケーションＩＤを送信する。アプリケーションクラスがページング
に適用されるとの決定に従って、ルール（規則）がＭＴトラフィックに適用される。ペー
ジングは、ＭＭＥによってフィルタリングされる。ページングは、アプリケーションＩＤ
に従って、ＭＭＥによってフィルタリングされる。ページングは、ＵＥ加入情報に従って
、ＭＭＥによってフィルタリングされる。ページングは、ｅＮＢによってフィルタリング
される。ページングは、ページングプライオリティに従って、ｅＮＢによってフィルタリ
ングされる。規制されるアプリケーションは、阻止される。ルール（規則）は、複数のオ
ペレータのうちのオペレータと関連付けられる。複数のオペレータは、ホストするオペレ
ータおよびホストされるオペレータを含む。ホストするオペレータは、ホストされるオペ
レータにルール（規則）を更新するように要求する。ルール（規則）は、インデックスを
提供される。ルール（規則）は、インデックスに従って選択される。ＣＮは、インデック
スに従ってルールを選択する。ＣＮは、輻輳のレベルに従ってルール（規則）を選択する
。ＡＮＤＳＦは、インデックスに従ってルール（規則）を選択する。アクセスは、ＵＥの
ロケーション情報に従って、許可または規制される。
【０１４５】
　ロケーション情報は、セル識別情報である。ロケーション情報は、ＧＰＳ座標である。
通信ネットワークトラフィックをフィルタリングするために、フィルタが提供される。通
信ネットワークトラフィックをフィルタリングするために、パケットフィルタが提供され
る。通信ネットワークトラフィックをフィルタリングするために、ＴＦＴが提供される。
フィルタは、フィルタ属性を含む。フィルタ属性は、アクセスを許可するための許可属性
を含む。フィルタ属性は、アクセスを規制するための阻止属性を含む。
【０１４６】
　したがって、通信ネットワークにおけるアクセスは、決定されたアプリケーションクラ
スに従って、許可または規制される。アプリケーションは、決定されたアプリケーション
クラスに分類される。ホームネットワークは、アプリケーションをアプリケーションクラ
スに分類する。３ＧＰＰレイヤは、アプリケーションをアプリケーションクラスに分類す
る。在圏ネットワークは、アプリケーションをさらなるアプリケーションクラスに分類す
る。ＵＥは、事前構成されたアプリケーションクラスを有する。アクセスは、決定された
アプリケーションクラスのルール（規則）との比較に従って、許可または規制される。
【０１４７】
　ルール（規則）は、アプリケーションのリストを含む。アプリケーションのリストのう
ちのアプリケーションによるアクセスは、決定されたアプリケーションクラスのルール（
規則）との比較に従って、許可または規制される。ルールがアクティブである時間期間が
提供される。ルールがアクティブになる時刻が提供される。ルール（規則）は、通信ネッ
トワークの輻輳のレベルに従って決定される。
【０１４８】
　輻輳のレベルは、ＳＩＢに従って決定される。ルール（規則）は、ルール（規則）に従
うＡＣを示すための少なくとも１つのＡＣ識別子を含む。通信ネットワークは、ルールを
更新する。通信ネットワークは、通信ネットワークにおける輻輳のレベルに従って、ルー
ル（規則）を更新する。
【０１４９】
　通信ネットワークは、複数のアプリケーションによってアクセスを徐々に許可するよう
に、ルールを更新する。複数のルールが存在する。複数のルール（規則）のうちのルール
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（規則）にそれぞれのプライオリティが提供される。複数の輻輳レベルが存在する。複数
のルールのうちのそれぞれのルールは、複数の輻輳レベルのうちの輻輳レベルに従って決
定される。
【０１５０】
　アクセスは、ＵＥのアイドルモード中に許可または規制される。アクセスは、ＵＥの接
続モード中に許可または規制される。複数のアプリケーションクラスのうちのアプリケー
ションクラスにそれぞれのプライオリティが提供される。それぞれのプライオリティは、
緊急プライオリティ、非緊急プライオリティ、高プライオリティ、中プライオリティ、ま
たは低プライオリティを含む。アプリケーションクラスは、アプリケーション分類情報を
含む。アプリケーション分類情報は、少なくとも１つのアプリケーション別パラメータを
含む。アプリケーション分類情報は、少なくとも１つのアプリケーション識別子を含む。
アプリケーション分類情報は、プライオリティの順序を含む。
【０１５１】
　ＵＥは、アプリケーションが、ルール（規則）をＭＴトラフィックに適用するためのペ
ージングを引き起こしたと決定する。ＭＴトラフィック別ルール（規則）が構成される。
ＭＴトラフィック別ルール（規則）は、アプリケーションＩＤを含む。ページングは、ア
プリケーションＩＤをさらに含む。ｅＮＢは、ページングおよびアプリケーションＩＤを
送信する。アプリケーションクラスがページングに適用されるとの決定に従って、ルール
がＭＴトラフィックに適用される。
【０１５２】
　ページングは、ＭＭＥによってフィルタリングされる。ページングは、アプリケーショ
ンＩＤに従って、ＭＭＥによってフィルタリングされる。ページングは、ＵＥ加入情報に
従って、ＭＭＥによってフィルタリングされる。ページングは、ｅＮＢによってフィルタ
リングされる。ページングは、ページングプライオリティに従って、ｅＮＢによってフィ
ルタリングされる。規制されるアプリケーションは、阻止される。
【０１５３】
　通信ネットワークは、複数のオペレータを含み、ルール（規則）は、複数のオペレータ
のうちのオペレータと関連付けられる。複数のオペレータは、ホストするオペレータおよ
びホストされるオペレータを含む。ホストするオペレータは、ホストされるオペレータに
ルールを更新するように要求する。ルール（規則）は、インデックスを提供される。ルー
ル（規則）は、インデックスに従って選択される。ＣＮは、インデックスに従ってルール
（規則）を選択する。ＣＮは、輻輳のレベルに従ってルールを選択する。ＡＮＤＳＦは、
インデックスに従ってルール（規則）を選択する。
【０１５４】
　アクセスは、ＵＥのロケーション情報に従って、許可または規制される。ロケーション
情報は、セル識別情報を含む。ロケーション情報は、ＧＰＳ座標を含む。通信ネットワー
クトラフィックをフィルタリングするために、フィルタが提供される。通信ネットワーク
トラフィックをフィルタリングするために、パケットフィルタが提供される。通信ネット
ワークトラフィックをフィルタリングするために、ＴＦＴが提供される。フィルタは、フ
ィルタ属性をさらに含む。フィルタ属性は、アクセスを許可するための許可属性を含む。
フィルタ属性は、アクセスを規制するための阻止属性を含む。開示された動作を実行する
ためのＵＥが提供される。開示された動作のすべてを提供するための通信ネットワークが
提供される。
【０１５５】
　ＵＥは、受信機を含み、アプリケーションのアプリケーション分類が受信される。アプ
リケーション分類は、ホームネットワークから受信される。アプリケーション分類は、在
圏ネットワークから受信される。決定されたアプリケーションクラスは、事前構成された
アプリケーションクラスを含む。ルール（規則）は、アプリケーションのリストをさらに
含み、アプリケーションによるアクセスは、決定されたアプリケーションクラスの、アプ
リケーションルール（規則）のリストのうちのアプリケーションとの比較に従って、許可
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【０１５６】
　上述の開示に関連することがある参考文献は、非特許文献２、非特許文献４、非特許文
献３、非特許文献５、非特許文献６、非特許文献７、非特許文献８、非特許文献９、非特
許文献１、非特許文献１０を含むことができる。
【０１５７】
　本発明の特徴および要素が、好ましい実施形態において、特定の組み合わせで説明され
たが、各特徴および要素は、好ましい実施形態の他の特徴および要素を伴わずに単独で、
または本発明の他の特徴および要素との様々な組み合わせで、もしくはそれらを伴わない
様々な組み合わせで使用することができる。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】



(34) JP 6499179 B2 2019.4.10

【図１Ｃ】 【図１Ｄ】

【図１Ｅ】 【図２】



(35) JP 6499179 B2 2019.4.10

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(36) JP 6499179 B2 2019.4.10

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  スディル　バゲル
            アメリカ合衆国　０８８０７　ニュージャージー州　ブリッジウォーター　サニー　スロープ　ロ
            ード　１２０２
(72)発明者  サン　リ－シアン
            アメリカ合衆国　１１７４７　ニューヨーク州　メルビル　サウス　ウィング　４エフ　ハンティ
            ントン　クォッドラングル　２
(72)発明者  サッド　アフマド
            カナダ　エイチ３エー　３ジー４　ケベック　モントリオール　シャーブルック　ストリート　ウ
            ェスト　１０　フロア　１０００

    審査官  新井　寛

(56)参考文献  特開２０１２－１７５３８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１３／０２１５３２（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００９－２６７４３８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－０４９５４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              "3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Group Services and System
               Aspects; Study on Application specific congestion control for data communication (Rel
              ease 13)"，3GPP TR 22.806 V0.3.0，２０１３年　８月２７日，pp.1-17

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　７／２４　－　　７／２６
              Ｈ０４Ｗ　４／００　－　９９／００
              ３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１、４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

